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まえがき Preface

　高知大学海洋コア総合研究センター（Center for 
Advanced Marine Core Research）は，2000 年に設立され

た高知大学・学内共同教育研究施設の「海洋コア研究セ

ンター」を沿革として，2003 年には国際深海科学掘削

計画（IODP）等で得られた掘削コアを中核にした海底

試料の分析・計測および保管を任務とする全国共同利用

施設としての活動を開始しました．2009 年から「地球

掘削科学共同利用・共同研究拠点」として文部科学大臣

から認定を受け，資源開発や応用微生物学を含む広義の

地球惑星科学分野における教育研究活動を展開していま

す．2020 年のコロナ禍による移動制限の影響を除けば，

過去数年間の平均で，年間約 1700 名の日本内外の学者・

研究者が来訪しています．また，当研究センターは，国

立研究開発法人海洋研究開発機構との連携協定のもとで

「高知コアセンター（Kochi Core Center; KCC）」として

施設・設備の共同運営をしています．そして，アメリカ・

テキサス A&M 大学のガルフ湾岸リポジトリ，ドイツ・

ブレーメン大学のブレーメン コアレポジトリとともに

IODP による世界三大リポジトリの一角を占めていま

す．

　前センター長のご尽力とセンター教職員の不断の努力

により，2018 年度に実施された共同利用・共同研究拠

点としての第 2 期中間評価においては，第 1 期の期末評

価と同様の A 評価を得ることが出来ました．2021 年度

からは新体制となりますが，これまでの教育研究活動を

踏襲して，①教育・研究の国際化推進，②コア試料の基

礎解析・応用研究と情報データベースの整備，③広義の

地球惑星科学に貢献する公募型共同研究の開始，④多様

な学者・研究者が利用できる分析機器の利用システムの

運用，⑤若手研究者育成のための支援事業展開，に加え

て新規の計画として，⑥新たなコア試料保管庫の整備，

⑦先端的分析装置の整備等を考えています．今後とも当

研究センターをご支援・ご鞭撻頂ければ幸いです．

高知大学海洋コア総合研究センター長

佐野　有司





口絵：令和4年度主な出来事　Highlights in FY2022

〇3年ぶりにJ-DESCコアスクール基礎コース　開催

コロナ禍で中止されていたコアスクールが 2019年3月以来，3年ぶりに開催され，盛会のうちに終了した．



〇地球掘削科学国際研究拠点 令和4年度共同利用・共同研究集会
「水中災害考古学研究への水底表層コア試料の活用」開催

〇2022.10.5 国際研究集会「西太平洋掘削会議 WEPAD2022」開催
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　高知大学海洋コア総合研究センターは，海洋コアの冷
蔵・冷凍保管をはじめとし，海底堆積物のコア試料を用
いた基礎解析から応用研究までを一貫して行う国内唯一
の研究施設である．
　地球掘削科学に関する唯一の共同利用・共同研究拠点
として，国立研究開発法人 海洋研究開発機構（JAMSTEC）
の協力のもと，日米が主導し欧州連合等が連携して実施
している「国際深海科学掘削計画 IODP」を強力に推進し，
地球環境システム変動，固体地球の物質循環とダイナミ
クス等に関する先端研究を遂行することを主たる目的と
する．
　また，IODP以外の海洋堆積物コアや岩石コアを用い
た地球科学系の研究及び教育を行うとともに，拠点機能
の高度化を図るため，国内外の関連研究機関等との連携
体制をさらに強化し，国際的にもトップレベルの研究を
推進する．
　地球掘削科学の発展を望む研究者コミュニティの要望
に応えるべく，本センターの卓越した施設設備を活用し
た共同利用・共同研究を行い，我が国主導の地球掘削科
学やその関連分野の拠点化・推進を図る．

     The Center for Advanced Marine Core Research 
（CMCR） is an international research facility dedicated to 
promoting cutting-edge research in Earth sciences, 
including global climate change, geodynamics, evolutionary 
biology, and deep-sea mineral resources. These activities 
are primarily based on drilled core samples collected from 
both terrestrial and marine environments. In collaboration 
with the Japan Agency for Marine-Earth Science and 
Technology （JAMSTEC）, CMCR operates one of the world’s 
three major marine core repositories of the International 
Ocean Discovery Program （IODP）. In 2009, CMCR was 
designated by the Ministry of Education, Culture, Sports, 
Science and Technology （MEXT） as a Joint Usage/
Research Center for Drilling Earth Sciences （JURC-DES）. 
CMCR welcomes researchers from around the world to 
make use of its facilities and advanced research equipment 
to promote Earth sciences and interdisciplinary research. In 
addition, CMCR is committed to providing an excellent 
educational and research environment for the development 
of future generations of scientists.

1. 概要　Overview

・ 平成12（2000）年4月
・ 平成15（2003）年4月
・ 平成16（2004）年4月
・ 平成17（2005）年10月
・ 平成18（2006）年5月
・ 平成19（2007）年9月
・ 平成21（2009）年6月
・ 平成26（2014）年3月
・ 平成26（2014）年4月
・ 平成26（2014）年6月
・ 平成28（2016）年4月
・ 平成28（2016）年4月
・ 平成30（2018）年10月
・ 令和元（2019）年11月
・ 令和2（2020）年3月
・ 令和3（2021）年12月
・ 令和3（2021）年12月
・ 令和4（2022）年4月

学内共同教育研究施設「海洋コア研究センター」設立（朝倉キャンパス）
全国共同利用施設「海洋コア総合研究センター」に改組，物部キャンパスに移転
海洋研究開発機構との共同運営開始
海洋研究開発機構高知コア研究所発足，オフィスシェア開始
「高知コアセンター（Kochi Core Center：略称 KCC）」愛称採用
統合国際深海掘削計画（当時：IODP）における世界3大コア保管施設活動本格化
文部科学大臣より「地球掘削科学共同利用・共同研究拠点」に認定
高知大学と JAMSTECとの包括連携協定締結．
高知大学（理学分野）ミッションの再定義．
B棟（新保管庫）竣工（竣工記念式典10月17日開催）
共同利用・共同研究拠点として再認定
文部科学省「先端研究基盤共用促進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）」採択
第3期中期計画中間評価（評価区分「A」）
学術コアレポジトリー運用室設置
ホームページ刷新
第3期中期計画期末評価（評価区分「A-」）
文部科学大臣より「地球掘削科学国際研究拠点」に認定
共同利用・共同研究拠点「地球掘削科学国際研究拠点」開始

1-1．沿革 History

1-2．使命・役割 Mission and Roles

（設置目的）
・ 海洋コアの総合的な解析を通して，地球環境変動要因
の解明や海底資源の基礎研究等を行うこと（高知大学
理学分野「ミッションの再定義」，2014年4月文部科学
省口頭教育局専門教育課

　 https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/1346506.
htmより）

（役割）
・ 地球掘削科学に関する共同利用・共同研究拠点
・ 国際深海科学掘削計画（IODP）におけるコア保管・
分析の拠点

・ 地球システム科学に関する学内教育研究拠点
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* 高知大学第4期中期計画・中期目標（令和4年度～令和9年度）のうち，海洋コア総合研究センターが主体となって取り
組む項目を抜粋．

【中期目標Mid-term objectives】
　国内外の大学や研究所，産業界等との組織的な連携や
個々の大学の枠を越えた共同利用・共同研究，教育関係
共同利用等を推進することにより，自らが有する教育研

究インフラの高度化や，単独の大学では有し得ない人的・
物的資源の共有・融合による機能の強化・拡張を図る．
【18】

1-3．第4期中期計画・中期目標 Mid-term Objectives & Plan FY2022-FY2027

【中期計画Mid-term plan】
　共同利用・共同研究拠点の「海洋コア国際研究所」に
おいて，国際深海科学掘削計画（IODP）をはじめとす
る地球掘削科学ならびに異分野融合・萌芽的研究など境
界領域の研究に関連した共同利用・共同研究を国内外の
組織と連携して推進し，国際拠点機能を強化する．【17】

　地球掘削科学の共同利用・共同研究拠点として，施設・
設備・支援体制を強化する．学術コアレポジトリなど試
料保管・公開体制を整備することにより，オープンサイ
エンスの基盤機能を構築するとともに，利用者支援・若
手人材育成機能を充実化する．【18】

1-4．管理・運営 Management
note : These organization and committee's names are subject to change組織図 Organization

委員会 Committees

（拠点運営）JURC-DES

○協議会 Advisory Committee
概要：「高知大学海洋コア総合研究センター規則」に基
づき運営され，1.センターの共同利用・共同研究の実施
に関する重要事項について，センター長から諮問された
事項，2.その他，共同利用・共同研究の運営に関する事

項について審議を行う．高知大学海洋コア総合研究セン
ター長及びセンターの専任教員の教授又は准教授1名，
その他センター長が認めた者5名以内で，うち高知大学
職員以外の委員の数が1/2以上の構成．
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氏名 Name 所属 Affiliation 職名 Title

磯部 雅彦
ISOBE, Masahiko

高知工科大学
Kochi University of Technology

学長【議長】
President, Chairman

井龍 康文
IRYU, Yasufumi

東北大学大学院 理学研究科
Graduate School of Science, Tohoku University

教授
Professor

石川 尚人
ISHIKAWA, Naoto

富山大学 都市デザイン学部
School of Sustainable Design, Toyama University

教授
Professor

益田 晴恵
MASUDA, Harue

大阪市立大学大学院 理学研究科
Graduate School of Science, Osaka City University

教授
Professor

佐野 有司
SANO, Yuji

高知大学 海洋コア総合研究センター
CMCR, Kochi University

センター長 特任教授
Director, Professor

岩井 雅夫
IWAI, Masao

高知大学 海洋コア総合研究センター
CMCR, Kochi University

副センター長 教授
Vice Director, Professor

開催日：2023年2月13日（月）＊ハイブリッド開催（コアセンター会議室およびオンライン会議 teams併用）

○課題選定委員会 Review Committee
概要：「高知大学海洋コア総合研究センター規則」に基
づき運営され，広く全国の関連研究者から共同利用・共
同研究の課題を募集し，センターにおける共同利用・共
同研究課題の公募及び採否の決定について審議を行う．

センターの専任教員の教授又は准教授3名，その他セン
ター長が認めた者5名で，うち高知大学職員以外の委員
の数が1/2以上の構成．

氏名 Name 所属 Affiliation 職名 Title

山田 桂
YAMADA, Katsura

信州大学 理学部 地質科学科 地球学コース
Faculty of Science, Shinshu University

教授
Professor

星 博幸
HOSHI, Hiroyuki

愛知教育大学 自然科学系 理科教育講座
Natural Sciences, Science Education, Aichi University of Education

教授
Professor

若木 重行
WAKAKI, Shigeyuki

海洋研究開発機構 高知コア研究所
Kochi Institute for Core Sample Research, JAMSTEC

副主任研究員
Researcher

山本 正伸
YAMAMOTO, Masanobu

北海道大学 大学院環境科学院 地球環境科学研究院
Graduate School of Environmental Science, Hokkaido University / 
Faculty of Environmental Earth Science

教授
Professor

長谷川 精
HASEGAWA, Hitoshi

高知大学 理工学部 地球環境防災学科
Faculty of Science and Technology, Kochi University

講師
Associate Professor

岩井 雅夫
IWAI, Masao

高知大学 海洋コア総合研究センター
CMCR, Kochi University

教授
Professor

池原 実
IKEHARA, Minoru

高知大学 海洋コア総合研究センター
CMCR, Kochi University

教授
Professor

山本 裕二
YAMAMOTO, Yuhji

高知大学 海洋コア総合研究センター
CMCR, Kochi University

教授
Professor

開催日：第1回　2022年5月18日（水）　　第2回　2022年9月15日（木）　　第3回　2023年3月16日（木）

（学内運営）CMCR, Kochi University

○運営委員会 Steering Committee
概要：「高知大学海洋コア総合研究センター規則」に基
づき運営され，1.センターの管理・運営に関する事項，
2.予算・決算に関する事項，3.業務計画に関する事項，
4.その他運営に関する必要な事項について審議を行う．
センターの専任教員8名，各学系から選出された委員5名，
その他学長が指名する教職員の計14名で組織される．
開催日：
1．2022年4月1日（金）～4月6日（水）メール会議
2．2022年6月2日（木）～6月7日（火）メール会議
3．2022年7月14日（木）
　場　所：海洋コア総合研究センターセミナー室

（ハイブリッド形式）

　 出席者　（専任教員）佐野センター長，岩井副センター
長，池原教授，山本教授，氏家准教授，浦本講師，（学
系等選出委員）関教授，坂本准教授

　 欠席者　（学系等選出委員）伊谷教授，橋本教授，若
松准教授，（学長指名委員）田井中財務課長

　 陪席者　松崎技術専門職員，新井特任専門職員，藤井
研究推進課長，廣瀬海洋コア室長，筒井海洋コア室海
洋コア係主任

4．2023年1月16日（月）～1月19日（木）メール会議
5．2023年2月2日（木）～2月7日（火）メール会議
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（海洋研究開発機構との組織間連携）

○連携推進協議会 KU-JAMSTEC Cooperation Council
概要：
＜委員：各法人から3名以内の委員を選出＞（計6名）
　高知大学： 研究担当理事，研究担当副学長，海洋コア

総合研究センター長
　JAMSTEC： 経営管理担当理事，イノベーション・事業

推進部長，高知コア研究所長

＜審議事項＞
・ 包括連携協定書に掲げる連携・協力事項に関する方針
及び必要な事項（連携大学院や高知コアセンターの運
営など）

開催日：開催なし

○高知コアセンター共同運営協議会 KCC Cooperation Committee
概要：
＜委員：各法人から4名の委員を選出＞（計8名）
　高知大学： 海洋コア総合研究センター長，海洋コア総

合研究センターの職員から3名
　JAMSTEC： 高知コア研究所長，高知コア研究所の職員

から3名
＜審議事項＞
・高知コアセンターの管理運営を円滑に進めるための事項

開催日：第17回　2022年9月26日（月）
　　　　第18回　2023年3月8日（水）

その他：
タスクフォースのワーキンググループ（研究推進WG, 
研究支援WG，アウトリーチWG，研究成果物WG，安
全管理WG）をおき，必要に応じた協議を適宜行う．

○高知コアセンター評議員会 KCC Advisory Committee
概要：
＜委員：各法人から4名の委員を選出＞（計8名）
　高知大学：海洋コア総合研究センター長
　　　　　　海洋コア総合研究センター職員　1名
　　　　　　 海洋コア総合研究センターの推薦する外部

有識者　2名
　JAMSTEC：高知コア研究所長
　　　　　　高知コア研究所職員　1名
　　　　　　高知コア研究所の推薦する外部有識者　2名
＜審議事項＞
・ 高知コアセンターの運営等に関する事項について助言
や提言を行う．

開催日：開催なし

2022年度　高知コアセンター　ワーキンググループメンバー一覧
ワーキンググループ名 高知大学メンバー名 JAMSTEC メンバー名
研究推進WG 岩井 雅夫，浦本 豪一郎 谷川 亘，星野 辰彦

研究支援WG 池原 実，山本 裕二，氏家 由利香，
松崎 琢也（廣瀬 暢彦）

久保 雄介，諸野 祐樹，伊藤 元雄，
濱田 洋平（阿波根 直一，高橋 新，有本 岳史）

アウトリーチWG 浦本 豪一郎，廣瀬 暢彦 久光 敏夫，久保 雄介，菊池 美雪，高橋 新
研究成果物WG 佐野 有司，廣瀬 暢彦 廣瀬 丈洋，阿波根 直一
安全管理WG 廣瀬 暢彦，松崎 琢也 阿波根 直一，有本 岳史
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1-5．構成員 Members
1-5-1．教員数  〔単位：人〕

令和4年度（R5.3.31現在）
常　勤 非常勤

総
　
数

現
員
数

併
任
教
員
数

現
員
数

任期制導入状況
（
女
性
数
）

（
外
国
人
数
）

（
若
手
数

（
40
歳
未
満
））

（
若
手
数

（
35
歳
以
下
））

（
任
期
付
教
員
数
）

（
女
性
数
）

（
外
国
人
数
）

（
若
手
数

（
40
歳
未
満
））

（
若
手
数

（
35
歳
以
下
））

（
女
性
数
）

（
外
国
人
数
）

（
若
手
数

（
40
歳
未
満
））

（
若
手
数

（
35
歳
以
下
））

教　授 6 （1） （2） 10 16
准教授 1 （1） （1） 2 3
講　師 1 5 6
助　教 2 （2） （1）（1）（1） 1 （1） 3
助　手 0
技術職員 2 （1） （1） （1）（1） （1） 9 （7） 11
事務職員 2 3 （3） 5
その他 0
合計 14 （5）（0）（2）（1）（4）（2）（0）（0）（1） 17 13 （11）（0）（0）（0） 44

※（　）は現員数の内数

②転入・転出等一覧
（転入・新規採用）
2022年4月1日　筒井要一郎主任 着任
2022年4月1日　松崎宝氏，事務補佐員に採用
2022年4月1日　濱渦こず恵氏，事務補佐員に採用
20 22年4月1日　Matthieu Civel-Mazens博士，短期研究員
に採用

20 22年7月1日　藤原治 産業技術総合研究所 活断層・火
山研究部門副研究部門長，客員教員・教授に採用

20 22年7月1日　柿崎喜宏 室戸ジオパーク推進協議会専
門員，客員教員・講師に採用

20 22年7月1日　小坂由紀子産業技術総合研究所 特別研
究員，客員教員・助教に採用

2022年8月1日　前田広道講師，兼務教員・講師に着任
2022年8月1日　栄徳勝光助教，兼務教員・講師に着任
2022年8月10日　加藤豊大博士，特任研究員に採用
2022年10月1日　奥村知世准教授，着任
2022年10月1日　鈴木拓馬博士，研究機関研究員に採用
2022年10月1日　小坂由紀子博士，研究機関研究員に採用
2022年10月3日　上向井美佐博士，技術補佐員に採用
2023年1月1日　田中えりか助教，着任

（転出・退職者）
2022年8月31日　廣瀬礼子氏，技術補佐員，契約終了
2023年3月31日　新井和乃特任専門職員，契約終了
2023年3月31日　澁谷直子氏，技術補佐員，契約終了
2023年3月31日　岡林徹氏，技術補佐員，契約終了
2023年3月31日　上向井 美佐博士，技術補佐員，契約終了

1-5-2．人材の流動性
①人材の流動状況

令和4年度
転入等 転出等

総
数

（
新
規
採
用
者
・

 

転
入
者
数
）

（
内
部
昇
任
者
数
）

総
数

（
退
職
者
数
）

（
内
部
昇
任
者
数
）

（
転
出
者
数
）

教　授 0 0
准教授 1 1 0
講　師 0 0
助　教 1 1 1 1
助　手 0 0
合計 2 2 0 1 1 0 0
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1-5-3．教職員在職状況一覧
■教員　Professors
＜専任教員＞ Full-time Professor（including specially appointed professors）
佐野 有司　　　　特任教授，センター長
岩井 雅夫　　　　教授，副センター長
池原 実　　　　　教授
山本 裕二　　　　教授
氏家 由利香　　　准教授
奥村 知世　　　　准教授

浦本 豪一郎　　　講師
田中 えりか　　　助教 R5.1.1～
臼井 朗　　　　　特任教授
萩野 恭子　　　　特任助教
穴井 千里　　　　特任助教

＜兼務教員＞ Affiliate Professor　＊特別兼務教員

芦内 誠　　　　　農林海洋科学部 教授 R1.10.1～
足立 真佐雄　　　農林海洋科学部 教授 H31.4.1～

*上田 忠治　　　　農林海洋科学部 教授 H31.4.1～
*岡村 慶　　　　　農林海洋科学部 教授 R2.4.1～
*津田 正史　　　　農林海洋科学部 教授 R2.4.1～
*長﨑 慶三　　　　農林海洋科学部 教授 R2.1.1～
*西岡 孝　　　　　理工学部 教授 H31.4.1～
*橋本 善孝　　　　理工学部 教授 H31.4.1～
*村山 雅史　　　　農林海洋科学部 教授 R2.4.1～
市榮 智明　　　　農林海洋科学部 准教授 H31.4.1～

*西尾 嘉朗　　　　農林海洋科学部 准教授 R1.8.1～
*野口 拓郎　　　　農林海洋科学部 准教授 R1.8.1～
*小河 脩平　　　　農林海洋科学部 講師 R2.8.1～
*藤内 智士　　　　理工学部 講師 R2.10.1～
*ULANOVA, Dana　農林海洋科学部 助教 R2.4.1～
前田 広道　　　　臨床医学部門 講師 R4.8.1～
栄徳 勝光　　　　連携医学部門 講師 R4.8.1～

＜客員教員＞ Guest Professor
清川 昌一　　　　 教授，九州大学大学院 理学研究院 

地球惑星科学部門 准教授
CONSTABLE，　　教授，カリフォルニア大学
Catherine　　　　 サンディエゴ校
　　　　　　　　 スクリップス海洋研究所 教授
公文 富士夫　　　教授，信州大学 名誉教授
深見 公雄　　　　 教授，放送大学高知学習センターセンター長

（前 高知大学農林海洋科学部 教授）
小林 厚子　　　　 教授，前 東京工業大学 地球生命研究所 

WPI研究員
石田 直人　　　　講師，高知大学 講師～R5.3.31
朝日 博史　　　　 講師，前 高知大学海洋コア総合研究

センター 特任講師（拠点プロジェクト）
～R5.3.31

穴井 千里　　　　助教，高知大学 特任助教
藤原 治　　　　　 教授，産業技術総合研究所 活断層・

火山研究部門副研究部門長 R4.7.1～
柿崎 喜宏　　　　 講師，室戸ジオパーク推進協議会専門員

R4.7.1～
小坂 由紀子　　　 助教，産業技術総合研究所 特別研究員

R4.7.1～

■特任研究員
加藤 豊大　　　　特任研究員 R4.8.1～

■研究機関研究員
鈴木 拓馬　　　　研究機関研究員 R4.10.1～ 小坂 由紀子　　　研究機関研究員 R4.10.1～

■短期研究員（R3.4.1～R4.3.31）
中山 健　　　　　短期研究員～R5.3.31
若木 仁美　　　　短期研究員～R5.3.31

Matthieu　　　　短期研究員～R5.3.31
Civel-Mazens

■JSPS 特別研究員
曽田 勝仁　　　　JSPS特別研究員-PD～R5.3.31

■技術員 Technical Staff
松崎 琢也　　　　技術専門職員
新井 和乃　　　　特任専門職員～R5.3.31
柳本 志津　　　　技術補佐員
西森 知佐　　　　技術補佐員
澁谷 直子　　　　技術補佐員～R5.3.31
岡林 徹　　　　　技術補佐員～R5.3.31
岩佐 侑奈　　　　技術補佐員

藤村 由紀　　　　技術補佐員（科学研究費）
小谷 桃代　　　　技術補佐員（科学研究費）
沖野 和弘　　　　技術補佐員（科学研究費）～R5.3.31
一色 晴美　　　　研究支援員（科学研究費）
廣瀬 礼子　　　　 技術補佐員（学内プロジェクト）
　　　　　　　　 ～R4.8.31
上向井 美佐　　　技術補佐員（科学研究費）～R5.3.31

■事務員 Administrative Staff
【研究国際部 研究推進課 海洋コア室】
廣瀬 暢彦　　　　室長
筒井 要一郎　　　主任

千頭 理恵　　　　事務補佐員
松崎 宝　　　　　事務補佐員
濱渦 こず恵　　　事務補佐員～R5.3.31
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1-6．令和4年度活動概況 Progress in FY2022

1-6-1．実施状況

①　共同利用・共同研究の推進
　令和4年度からは応募種目を共同利用，共同研究（機
器利用型），共同研究（一般），研究集会の4種目とし，
共同利用と共同研究を区別するだけでなく，共同研究も
機器利用を主としたものと機器利用は伴わないものに分
けた．また，センターを会場とした研究集会については，
参加者の旅費支援を行うこととした．
　全国の関連研究者から応募のあった課題146件（前年
度は137件．内42件は令和2年度未実施の繰越分）を採択
した．また，前年度まで IODP/ICDPに関する課題に対
して旅費等を支援したが，令和4年度からは，共同利用，
共同研究（機器利用型）のうち，申請者が35歳以下の
若手に対し，来訪時の旅費・滞在費を支援することとし，
11件の支援を行った．

課題件数変遷グラフ

　共同利用・共同研究による成果論文の実績は7年間で
総計622編（年平均89編）であり，うち90％以上は査読
付き国際誌に掲載されている．論文総数のうち，拠点以
外の研究機関に所属する者のみによる論文が10％～
23％（平均15％）の割合を占めており，設備の共同利用
が活発に行われていることを物語っている．また，著者
に国外の研究機関に所属する者が含まれるいわゆる国際
共著論文の割合は27-58％（年平均42％）を占めており，
その割合も年々増加する傾向にある．

○  JAMSTECとの包括連携を生かした異分野融合共同研
究の推進

　・ 施設を共同運営する JAMSTEC高知コア研究所の研
究者と協力し，双方の人的資源，得意な研究分野，
設備・技術を融合した特色ある共同研究を実施して
いる．

　　① 外洋深海底下に存在する微小マンガン粒の分析及
び形成機構の探究

　　② 三次元形状復元技術を活用した南海地震津波碑の
データベース構築計画

　　③ 磁性細菌による自然残留磁化－再現実験から古地
磁気記録の信頼性に迫る

　　④ 水圏環境中のウイルス－微生物間における生存支
援機構に関する研究

　　⑤ 海洋環境中の単細胞真核生物と微生物の共存関係
に関する研究

　　⑥ 海底下地層環境における微生物の局在化とその生
存空間の可視化技術開発：空間的制約から迫る海
底下の微生物生態

　　⑦ 有孔虫の殻形成の分子メカニズム
　　⑧ 生物源オパールの新規酸素同位体指標確立に関す

る研究
これらの共同研究の成果は，Nature Communications誌へ
の論文掲載など実績を上げている．

○ 古地磁気学・岩石磁気学分野の共同利用研究の推進
　・ 当センターでは，地球掘削科学諸分野の中でも，特

に古地磁気学・岩石磁気学分野の共同利用研究を数
多く実施しており，国内における当該分野の研究の
ハブとして機能している．令和4年度の拠点全体で
の146件の採択課題のうち38件が当該分野関連のも
のである．

　2月27－28日の二日間にわたり「令和4年度共同利用・
共同研究成果発表会」を対面と Zoomオンラインでハイ
ブリッド開催した．32件の口頭講演が行われ，約83名の
参加登録者（対面28名，オンライン55名）に研究成果が
発信された．また，学生による6件の口頭発表を対象に
審査を行い，1件を学生優秀発表賞として顕彰した．

②　 地球掘削科学及び境界領域の研究成果の発表
（TOP10％論文発表）

　拠点機能の強化・拡張を図るため，国内外の組織・研
究者と連携して地球掘削科学及び境界領域の研究を推進
し，研究成果に関する論文発表（計51編）を行った．そ
の内，Journal of Hydrology誌においては，共同利用・共
同研究（国内，国際）に関連するTOP10%論文の実績
（SCOPUS 96th percentile 2023.4.7時点）が得られた．
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③　 国際拠点機能の強化に向けた「海洋コア国際研究所」
への改組

　海洋コア総合研究センターを組織改編して国際拠点機
能を強化するための概算要求を行い，教員2名の人件費
と事業費48,510千円が令和5年度に措置されることと
なった．
　組織改編においては，令和5年度から，その名称を海
洋コア総合研究センターから，「海洋コア国際研究所」
に変更し，「地球掘削科学研究ユニット」と「国際共同
研究推進ユニット」を新設して地球惑星科学分野におけ
る共同利用・共同研究拠点としての組織体制の強化とと
もに，海洋研究開発機構との連携強化，外国人教員や若
手教員，技術スタッフの増員を行う等，国際的な研究力
と支援力を高め，国際拠点機能の強化に向けた取組が進
捗した．

④　リポジトリコア再解析プログラム ReCoRD の立案
　地球掘削科学の国内外の動向を踏まえ，令和5年度概
算要求（組織整備）を活かし，日本地球掘削科学コンソー
シアム（J-DESC）および JAMSTECとの密な連携体制
を構築した上で，保管コアを活用して新たな研究成果を
創出するための新プログラムである ReCoRD（リポジト
リコア再解析プログラム）を立案した．令和5年度4月よ
り，実施提案書の公募を開始予定とする等，オープンサ
イエンス基盤構築にむけた施設・設備，利用者支援・人
材育成機能の強化の取組を進めた．

⑤　地球掘削科学における若手人材育成
　高知大生の研究室配属では，理工学部9名・農林海洋
科学部27名，黒潮圏総合科学専攻留学生3名を受入れ，
指導を行った．
　また，日本地球掘削科学コンソーシアム（J-DESC）
との連携において，地球掘削科学における研究手法や，
計測技術の普及・レベルアップ，相互交流等を目的とし
て，J-DESCコアスクール（コア解析基礎コース，コア
同位体分析コース）を開催し，学生や院生，研究員20
名（うち留学生6名）にそれぞれ3日間の講義・実習等の
プログラムを実施した．（満足度100％）
　その他，国際ワークショップ「西大西洋掘削会議

WEPAD2022：黒潮・亜熱帯域の古海洋学」の開催（参
加者延べ146名（うち35歳以下の若手研究者83名））や，「第
5回国際ジオサイエンスシンポジウム（ISC）」・四国巡検
の開催（参加者計42名（海外からの研究者・大学院生
13名を含む））により，研究成果の共有とともに，国際
交流が行われる等，これらの取組を通じて，地球掘削科
学における若手人材育成と人材ネットワークの構築を
図った．

⑥　国際研究交流の推進
　 （1）アイスランド大学地球科学研究所と本センターの
間で学術交流協定（平成30年度～）を締結し，JSPS
二国間交流事業（令和3年度～令和4年度）および科研
費国際共同研究強化Ｂ（令和元年度～令和6年度）採
択課題として共同研究を実施し，国際交流に取り組ん
でいる．

　 　国際共同研究の強化として，2018年から海洋マイク
ロプラスチックに関する共同研究を実施しているイタ
リア・ウルビノ大学と学術交流協定を締結した．

　 　米国スクリップス海洋研究所の Constable 特別教授
を本センター客員教授として招聘し（平成30年度～），
国際連携の推進を図っている．

　 　センター教員が主導して実施した学術研究船「白鳳
丸」の世界一周航海（令和元年度）で持ち帰った試料・
データを利用した共同利用・共同研究を，令和4年度
も東京大学大気海洋研究所および国立極地研究所との
連携協定を生かして実施した．

　 （2）英語対応可能な非常勤職員1名を継続的に雇用し，
外国人研究者の受け入れ対応，渡航・滞在支援，外国
人留学生の学務や多様な事務手続き等の支援，国際コ
アスクールの事前準備等を担当する体制をとっている
（平成28年度～令和4年度）．
　 （3）国際プロジェクトである IODPの世界3大コア試
料保管庫として，新たなコア保管庫棟を増設（平成26
年から）することで，海外からの研究者によるサンプ
リングパーティ等への協力体制を強化し，IODPの研
究推進のため世界各国から研究者らの受け入れを実施
している．
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1-6-2．中間評価結果における総合評価又は認定に伴う留意事項への対応状況

1-6-2-1.　期末評価

　（評価区分）Ａ－
　（評価コメント）
　 　掘削科学に関する中核的拠点として，国立研究開発
法人海洋研究開発機構との共同により，特に国際深海
科学掘削計画及び国際陸上科学掘削計画に関わる地球
掘削科学に関する研究等を推進するとともに，多くの
共同利用・共同研究を展開していることは評価できる．

　 　一方で，国際共同研究における海外との共著論文は
増加傾向にあるものの，国際交流協定数や国際的な研

究プロジェクトへの参加状況は限定的であり，大学院
生及び留学生の受入れ数も少ない．

　 　今後は，共同研究者の受入れや共同研究等における
更なる国際化の強化とともに大学院生や留学生等の人
材育成機能の強化に努めることが望まれる．また，学
術動向の把握や研究者コミュニティとの連携を強化し
てこれらを拠点の運営方針に還元する仕組みについて
具体的な方策を検討することが望まれる．

1-6-2-2.　対応状況

①　海洋コア国際研究所への改組
　海洋コア総合研究センターを組織改編して国際拠点機
能を強化するための概算要求を行い，教員2名の人件費
と事業費48,510千円が令和5年度に措置されることが決
定した．
　組織改編においては，令和5年度から，その名称を「海
洋コア国際研究所」に変更する．また，「地球掘削科学
研究ユニット」と「国際共同研究推進ユニット」の新設
により，地球惑星科学分野における共同利用・共同研究
拠点としての組織体制を強化するとともに，海洋研究開
発機構との連携強化，外国人教員や若手教員，技術スタッ
フの増員等により，国際的な研究力と支援力を高め，国
際拠点機能の強化を図ることとしている．

②　組織改編と新プログラムの概要
　1．人員拡充による国際研究力の強化
　これまで7名だった専任教員を10名へ拡充し，新たに
研究コーディネーターや外国人教員，先端分析装置群の
活用を推進する教員等を拡充することで，体制強化を図
る．また，理工学部・農林海洋科学部・医学部から兼務
教員を迎え，さらに海洋研究開発機構高知コア研究所か
ら新たに8名の客員教員を招聘することで，国際研究力
を強化する．

　2．�地球掘削科学研究ユニットの新設による国際共同
研究の新展開

　我が国が科学海洋掘削によって取り組む科学テーマ
「気候環境変動」「地震津波」「地球生命科学」に関する
重点連携コアプロジェクトと，本学が重点を置く資源・
地域協働に関する研究を，関連コミュニティ及び全学と
連携して推進する．

　3．�国際共同研究推進ユニットの新設による国際共同
研究の支援体制の強化

　国際深海科学掘削計画（IODP）及び（2024年以降に
始まる）後継プログラムによる掘削科学航海で採取され
たコア試料のみならず，海洋コア国際研究所で冷蔵保管
しているコア試料を活用して新たなサイエンスを創出す
るための「リポジトリコア再解析プログラム（ReCoRD: 
Repository Core Re-Discovery Program）」を始動するとと
もに，事前調査航海や陸上調査などによる各科学テーマ
に迫る国際プロジェクトのマネージメント，先端分析装
置群を活用したコア試料解析に関する分析支援，高知大
学学術コアリポジトリによるデータ公開支援等を，関連
学術コミュニティ及び全学と連携して実行する体制を整
備する．

　4．�リポジトリコア再解析プログラム（ReCoRD）の
開始

　本学と海洋研究開発機構の協働の下，日本地球掘削科
学コンソーシアム（J-DESC）との連携により新たに制
度化した「リポジトリコア再解析プログラム（ReCoRD）」
を令和5年度（2023年度）から開始する．ReCoRDでは，
海洋コア国際研究所で冷蔵保管しているインド洋と西太
平洋の海底から掘削された総延長150kmを超える掘削コ
ア等を対象として，コミュニティから提案される気候変
動，自然災害，生物進化など地球システム変動に関する
多様なプロジェクトを年に数件受け入れて，保管コアの
再解析によるデジタルアーカイブ化，国内外研究者によ
るコアのサンプリング作業，個別試料の精密分析などを
集中して実施する．ReCoRDを若手人材育成などと連動
して実施することによって，国際科学コミュニティと連
携する新たなオープンサイエンスプラットフォームとな
ることが期待される．
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1-7．研究トピックス Research Topics

阿蘇火山の古いマグマ年代
概要：九州中央部に存在する典型的なカルデラ火山の阿
蘇山と複合的な成層火山の雲仙岳を対象にして，両火山
周囲の温泉・鉱泉・地下水のヘリウム同位体比を調査し
た結果，カルデラ火山と成層火山の違いをヘリウム同位
体により世界で初めて示した．
【国際共同研究】佐野（海洋コア）ほか
Reference： Yuji Sano et.al Older magma at Aso caldera than at 
Unzen stratovolcano in south west Japan as recorded through 
helium isotopes, 2022, Communications Earth & Environment 4, 
Article number: 2 https://doi.org/10.1038/s43247-022-00649-
6

北西大西洋の地磁気強度
概要：統合国際深海掘削計画（IODP）により北西大西
洋から掘削された海洋コアから，最古となる地磁気強度
相対値の連続変動を推定した．地磁気強度は極性逆転時
に極小となり同一極性期間中にも大きく強弱を繰り返す
という特徴が，少なくとも4930万年前から持続している
ことを初めて示し，約3850～4110万年前の期間の地磁気
強度の連続変動の標準曲線も提案した．
【国際共同・レガシーコア研究】山本（海洋コア）ほか
Reference： Yuhji Yamamotoa, Hiroto Fukamia, Peter C. Lippert, 
Eocene relative paleointensity of the geomagnetic field from 
Integrated Ocean Drilling Program Site U1403 and U1408 
sediments in the northwest Atlantic, Earth and Planetary Science 
Letters,2022, https://doi.org/10.1016/j.epsl.2022.117518

熱残留磁化の強度評価法
概要：過去の火山岩から形成時の地磁気強度絶対値を推
定するにあたり，形成後の経年による熱残留磁化の変化
が推定に悪影響を及ぼす．「綱川－ショー法」には低温
消磁という技法が組み込まれており，この悪影響を軽減
でき，信頼性の高い地磁気強度絶対値が可能であること
等を示した．
【国際共同研究】山本（海洋コア）ほか
Reference： Y. Yamamoto, L. Tauxe, H. Ahn, C. Santos, Absolute 
Paleointensity  Experiments  on  Aged  Thermoremanent 
Magnetization: Assessment of Reliability of the Tsunakawa-Shaw 
and Other Methods With Implications for “Fragile” Curvature, 
2022, Geochemistry, Geophysics, Geosystems, https://doi.
org/10.1029/2022GC010391
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1-8．来訪者 Visitors�
視察・見学一覧 Laboratory Tour

日　　付 来 訪 者 ・ 団 体 名
Visitor

人　数
Date（MM/DD） Number 

FY2022 of visitors

2022（令和4）年
4月15日 大淵理事，他高知大関係者 6名
4月28日 JSPS特別研究員，高知大学関係者 3名
5月17日 文部科学省研究開発局海洋地球課深海地球探査企画官，他高知大関係者 7名
5月20日 一般社団法人ソフトウェア協会 農業ICT研究会 約10名
6月 9日 一般社団法人日本電機工業会 9名
6月28日 京都大学 複合原子力化学研究所 5名
7月 7日 公益社団法人石油学会 15名
7月25日 北海道幕別町小学生，幕別町教育委員会，中土佐町教育委員会 22名
7月27日 滝川中学校1年生と引率教員 84名
9月10日 地球化学会関係 約30名

10月13日 研究推進課新任事務職員ほか 5名
10月17日 JAMSTEC理事長来訪 5名
11月 8日 文部科学省学術研究推進課 企画室長 15名
11月 9日 NSF担当者 3名
11月22日 資源素材学会 探査工学部門委員会 6名
11月25日 高知県立小津高等学校・理数科1年生と引率行員 39名
12月14日 台湾大学学長一行 15名

2023（令和5）年
1月25日 モンゴル研究者 5名
1月20日 株式会社アンイン・プラッツ 1名
1月26日 深海資源開発株式会社 4名
2月10日 日鉄鋼コンサルタント 2名
2月15日 医学部附属病院医療技術部 7名
2月22日 独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC） 3名
2月28日 文科省視察 5名
3月23日 島根大学構造地質学研究室 9名
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　本センターの施設・設備を利用する共同利用・共同研
究課題を広く公募し，課題選定委員会において審査・採
択する．採択された課題の申請者が本センターの施設・
設備を利用する際には，必要に応じて，本センター教員
ならびに技術スタッフが，分析や測定のサポートを行う．
毎年「成果発表会」を開催し，研究終了後に提出される
報告書は，年次報告書・成果報告書として公開している．
本事業で得られた成果を公表する際には，謝辞にその旨
記載する様，公募要項に明記している．

     Researchers and students from other universities and 
research institutions are eligible to use CMCR’s facilities 
and research equipment free of charge under the 
Nationwide Joint Use Program. Applications for this 
program are accepted twice a year, in February and 
August. All submitted research proposals are carefully 
reviewed by an evaluation committee to ensure scientific 
quality and feasibility. Under the framework of JURC-
DES, CMCR’s technical staff provide professional support 
for research activities, particularly in the use of 
specialized research equipment. At the end of each fiscal 
year, researchers and students participating in JURC-
DES are required to submit research achievement 
reports and to present their research outcomes at the 
annual JURC-DES research workshop. When research 
results obtained through JURC-DES are published―in 
the form of journal articles, conference presentations, 
or other media―the contribution of JURC-DES must be 
acknowledged appropriately.

2. 地球掘削科学共同利用・共同研究拠点の活動
　　Joint Usage/Research Center for Drilling Earth Science (JURC-DES)

○課題研究の分野一覧

 研究分野　Category 件数
1. 国際深海科学掘削計画（IODP）および国際陸上科学掘削計画（ICDP）に関する研究 9
  Researches in International Ocean Discovery Program (IODP) and/or International Continental Drilling Program 

(ICDP)
2. IODP/ICDP以外の地球掘削科学に関する研究 49
 Researches in any other Scientific Drilling except IODP/ICDP
3. 地球惑星科学に関する研究 61
 Earth and planetary sciences (except for analyses of core samples)
4. 海底エネルギー・鉱物資源に関する研究 4
 Marine mineral/energy resource sciences (except for analyses of core samples)
5. 地球惑星科学・生命科学など分野横断型研究 23
 Inter-disciplinary sciences such as earth science and life science (except for analyses of core samples)

2-1．共同利用・共同研究課題採択・実施状況 Nationwide Joint Usage Program
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〇令和4年度前期/後期/随時共同利用・共同研究・研究集会採択課題一覧
採択
番号 課　　題　　名 代　表

申請者 申請者所属・職名 受 入 主
担当教員

研究
分野

22A001
22B001 地球化学マーカーによる津波浸水域の高精度復元 篠崎 鉄哉 国立研究開発法人産業技術総合研究所 活断層・

火山研究部門 日本学術振興会特別研究員PD 池原 3

22A002 化学的分析によるイベント堆積物の認定の高精度化 澤井 祐紀 国立研究開発法人産業技術総合研究所
活断層・火山研究部門 上級主任研究員 村山 2

22A003
22B002

南太平洋Campbell Plateauの海底堆積物を用いた古第三紀温室地
球の古環境復元 安川 和孝 東京大学大学院 工学系研究科エネルギー・

資源フロンティアセンター 講師 池原 1

22A004
22B003

高知県横倉山産のコノドント化石と天然アパタイト結晶との関
連性に関する分析学的解析 三島 弘幸 鶴見大学歯学部歯科理工学講座 研究員 岩井 5

22A005
22B004 親銅元素組成をもとにした白亜紀末隕石衝突直後の古環境復元 丸岡 照幸 筑波大学・生命環境系 准教授 西尾 3

22A006
22B005

海底堆積物コアによる相対古地磁気強度の高精度・高分解能復
元の研究 山崎 俊嗣 東京大学 大気海洋研究所 教授 山本 2

22A007
22B006

湖底・海底堆積物を用いた東南極氷床変動の定量的復元とメカ
ニズムの解明 菅沼 悠介 国立極地研究所 准教授 池原 2

22A008
22B007 苦灰石晶出要因の研究 森清 寿郎 信州大学 理学部 特任教授 名誉教授 村山 3

22A009
22B008

非破壊元素計測と堆積学的分析による近過去の湖沼堆積物にお
ける洪水層の認定 伊藤 拓馬 沖縄国際大学 経済学部 地域環境政策学科 

准教授 池原 2

22A010
22B009 非破壊分析手法を用いた津波堆積物同定技術の開発 山田 昌樹 信州大学 理学部理学科 地球学コース 助教 村山 2

22A011
22B010 プレート収束帯における島弧地殻変形に関する研究 星 博幸 愛知教育大学 教育学部 教授 山本 3

22A012
22B011

マイクロフォーカスX線CTを用いた底生有孔虫の貧酸素適応生
態の解明 野牧 秀隆 国立研究開発法人 海洋研究開発機構

主任研究員 浦本 5

22A013
22B012 砕屑性堆積残留磁化と自生強磁性鉱物残留磁化の分離 兵頭 政幸 神戸大学内 海域環境教育研究センター

名誉教授 山本 3

22A014
22B013 深成岩中の鉱物単結晶を用いた古地磁気強度研究 加藤 千恵 九州大学大学院 比較社会文化研究院

日本学術振興会特別研究員（PD） 山本 3

22A015
22B014 南海トラフ東海沖セグメント表層堆積物の地震発生間隔 Hsiung, 

Kan-Hsi
国立研究開発法人海洋研究開発機構
副主任研究員 山本 2

22A016
22B015

Deep-sea turbidites characteristics and their sources of Kuril trench 
sediments

Hsiung, 
Kan-Hsi

国立研究開発法人海洋研究開発機構
副主任研究員 村山 2

22A017
22B016 汽水域堆積物に記録された完新世古地磁気永年変化の復元 林田 明 同志社大学 理工学部環境システム学科 教授 山本 2

22A018
22B017 酸化度を用いた火砕流の定置温度見積もり 金丸 龍夫 日本大学 文理学部 准教授 山本 3

22A019
22B018

南半球深海ペルム系－三畳系（P-T）境界層における有機地球
化学的検討 堀 利栄 愛媛大学大学院 理工学研究科

地球進化学コース 教授 池原 5

22A020
22B019 物部川における放流アマゴの動態 關 伸吾 高知大学 農林海洋科学部 海洋資源科学科 

海洋生物生産学コース 教授 氏家 5

22A021
22B020

タカハヤおよびドンコを遺伝標識として用いた四万十川および
その周辺河川の形成史の推定 關 伸吾 高知大学 農林海洋科学部 海洋資源科学科 

海洋生物生産学コース 教授 氏家 5

22A022
22B021 海底熱水性重晶石及び硬石膏の放射非平衡年代測定 石橋 純一郎 神戸大学 海洋底探査センター 教授 村山 4

22A023
22B022

熱水活動域海底下堆積層内における鉱物流体相互作用の地球化
学的研究 石橋 純一郎 神戸大学 海洋底探査センター 教授 岡村 4

22A024 Reconstruction of late Quaternary sea-level and reef growth history in 
the Ryukyu Islands Marc Humblet Nagoya University, Department of Earth and 

Planetary Sciences Associate Professor 浦本 2

22A025
22B023 富士火山の古地磁気・岩石磁気研究 馬場 章 山梨県富士山科学研究所 研究員 山本 3

22A026
22B024 房総半島に分布する海成層を用いた地磁気逆転記録の詳細な復元 岡田 誠 茨城大学大学院 理工学研究科（理学野）

教授 山本 3

22A027
22B025 北太平洋およびベーリング海の第四紀テフラ層序の確立 青木 かおり 東京都立大学 火山災害研究センター

特任研究員 山本 3

22A028
22B026 タギシュ・レイク隕石微小片の3次元形状と内部構造測定 中村 昭子 神戸大学大学院 理学研究科 准教授 浦本 3

22A029
22B027 浅海生態系における堆積物中の埋没炭素量とその起源の解明 桑江 朝比呂

国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研
究所 港湾空港技術研究所
沿岸環境研究グループ長

山本 3

22A030
22B028

古琵琶湖層群堅田層の定方位コアを用いた中期更新世初期の気
候変動の解明 加藤 茂弘 兵庫県立人と自然の博物館 研究員 山本 2

22A031 小鳴門海峡における完新世の相対的海水準変動 加藤 茂弘 兵庫県立人と自然の博物館 研究員 山本 2

22A032
22B029

日本周辺海域における貝形虫化石のMg/Caを用いた鮮新世以降
の古水温復元 山田 桂 信州大学 学術研究院理学系 教授 岡村 3

22A033
22B030 完新世における東アジアモンスーン変動の復元 山田 桂 信州大学 学術研究院理学系 教授 池原 3

22A034
22B031

モンゴル国南東部に分布する古第三系Ergilin Dzo層の古地磁気
学的研究 坂本 航汰 岡山理科大学 生物地球科学研究科

生物地球科学専攻 修士課程2年 山本 3

22A035
22B032 漂流軽石を用いた古海流の復元 平峰 玲緒奈 東京都立大学大学院 都市環境科学研究科

地理環境学域・博士後期課程3年 山本 3

22A036 奄美-沖縄海域の海底コアから探る黒潮変動と地震イベント履歴 黒田 潤一郎 東京大学 大気海洋研究所・准教授 池原 2
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22A037
22B033

後期更新世～完新世における土壌・風化変動が水圏生物生産性
へ及ぼす影響 葉田野 希 長野県環境保全研究所 自然環境部

温暖化対策班 技師 山本 2

22A038
22B034

磁性細菌が堆積物形成初期の多様な環境で獲得する残留磁化の
系統的検討 政岡 浩平 九州大学大学院 地球社会統合科学府

博士後期課程3年 山本 3

22A039
22B035

堆積物に含まれる起源が異なる強磁性鉱物の磁気特性の把握と
堆積物の磁気特性への寄与の評価 石川 尚人 富山大学 都市デザイン学部地球システム科

学科 教授 山本 3

22A040
22B036 軽石の3D画像をもちいた内部構造観察方法の開発と応用 青木 かおり 東京都立大学 火山災害研究センター

特任研究員 村山 3

22A041
22B037 海成・湖成堆積物を用いた鮮新世および更新世の地磁気逆転復元 羽田 裕貴 国立研究開発法人産業技術総合研究所

地質情報研究部門 産総研特別研究員 山本 3

22A042
22B038

南極周極流復元を目的とした南大洋インド洋区海底堆積物の年
代モデル構築 松井 浩紀 秋田大学大学院 国際資源学研究科 助教 池原 2

22A043
22B039 東南アジア地域出土の考古試料を用いた考古地磁気学的研究 北原 優 岡山理科大学 フロンティア理工学研究所

学術振興会特別研究員（PD） 山本 5

22A044
22B040 奈良県五代松鍾乳洞の石筍のウラン濃度分析 堀 真子 大阪教育大学 教育協働学科 准教授 西尾 3

22A045
22B041

温暖化に伴う成層強化による東シナ海外部陸棚域の低栄養・貧
酸素水塊の起源評価 大塚 進平 富山大学 理工学教育部

生物圏環境科学専攻 修士課程1年 浦本 2

22A046 地震性タービダイトを用いた北部琉球海溝の地震活動の解明 中西 諒 東京大学大学院 新領域創成科学研究科
大気海洋研究所 博士課程3年 村山 2

22A047
22B042

年縞湖成層から探る白亜紀中期および始新世前期温室期の気候
変動 長谷川 精 高知大学 理工学部 地球環境防災学科 講師 村山 2

22A048
22B043

マイクロフォーカスX線CTを用いた珪質堆積岩中のコノドント
化石観察法の確立と古生代コノドント層序への応用 武藤 俊 産業技術総合研究所 地質調査総合センター 

地質情報研究部門 研究員 村山 3

22A049
22B044

二枚貝類の地球化学分析から探る鮮新世以後の日本列島沿岸海
域の環境変動 近藤 康生 高知大学 教育研究部

自然科学系理工学部門 教授 池原 5

22A050 Core-log-seismic integrated 3-D petrophysical and hydrogeological 
model to understand slow earthquakes at the Nankai margin

Jade 
DUTILLEUL

Earthquake Research Institute, 
The University of Tokyo Project Researcher 浦本 1

22A051
22B045

モンゴルの湖沼堆積物から探る最終氷期以降の永久凍土変動の
復元と陸域環境への影響評価 勝田 長貴 岐阜大学 教育学部 地学教室 准教授 岩井 2

22A052
22B046 ICDP DSeis計画 M5.5余震発生帯掘削コアの分析（Phase 2） 小笠原 宏 立命館大学 理工学部 教授 山本 1

22A053
22B047 様々な炭酸塩コンクリーションの成因究明 長谷川 精 高知大学 理工学部 地球環境防災学科 講師 池原 5

22A054
22B048 神鍋火山の噴火層序・年代に関する古地磁気学的検討 一井 瑛介 山口大学大学院 創成科学研究科 

修士課程2年 山本 3

22A055
22B049 氷期－間氷期サイクルにおける南大洋の堆積物の地球化学： 山口 耕生 東邦大学 理学部 化学科 地球化学教室

准教授 池原 2

22A056
22B050 白亜紀末の天体衝突爆心地における地球化学循環の復活過程 山口 耕生 東邦大学 理学部 化学科 地球化学教室

准教授 池原 1

22A057
22B051 2次元マッピングに基づく岩石中のバイオマーカーの起源の探究 山口 耕生 東邦大学 理学部 化学科 地球化学教室

准教授 奥村 2

22A058
22B052

考古学資料等を用いた古地磁気・岩石磁気学測定による地磁気
記録物質と土器焼成環境の解明 畠山 唯達 岡山理科大学 フロンティア理工学研究所

教授 山本 5

22A059
22B053 中新世五島層群粘土層中の有機物同位体変化からみた標高変動 高橋 宏明 九州大学大学院 理学研究院

地球惑星科学部門 修士課程2年 池原 3

22A060
22B054

地球史を通した海底環境復元プロジェクト9：
中太古代－古原生代の海底堆積物に記憶される大陸成長の変遷 清川 昌一 九州大学大学院 理学研究院

球惑星科学部門 准教授 池原 2

22A061
22B055

鉄沈澱作用6：水酸化鉄コロイド層の沈殿から初期続成にいた
る堆積システムの解明 清川 昌一 九州大学大学院 理学研究院

球惑星科学部門 准教授 池原 2

22B056 北極海堆積物コアの分析 山本 正伸 北海道大学大学院 地球環境科学研究院
教授 村山 2

22B057
有孔虫殻Nd-Pb同位体比分析とマルチプロキシーによる高精度
水温復元： KH-22-7航海で得られた赤道－亜熱帯西太平洋のピ
ストンコアの解析

堀川 恵司 富山大学 学術研究部理学系 教授 村山 2

22B058 プチスポット火山関連海底地質試料の，物質科学的解析と海底
地質 石井 輝秋 静岡大学 防災総合センター 客員教授 浦本 5

22B059 島根県簸川平野で採取された連続年縞堆積物の高解像度解析 香月 興太 島根大学 研究学術情報本部
エスチュアリー研究センター 講師 村山 2

22B060 鹿児島県中甑島に分布する始新統中甑層を用いた古地磁気層序
の確立 山下 大輔 薩摩川内市役所 未来政策部 企画政策課

グループ員 山本 3

22B061 北海道南西部・大沼湖底堆積物コアを用いた古環境復元研究 勝田 長貴 岐阜大学 教育学部 理科教育講座 地学専攻
准教授 村山 2

22B062 クラゲ類の鉱物形成作用を用いた東アジア縁海における発生源
の推定 河村 真理子 京都大学 フィールド科学教育研究センター 

瀬戸臨海実験所 研究員 山本 5

22B063 琉球層群礁性石灰岩の古地磁気・岩石磁気分析による高精度地
球磁場の復元 小田 啓邦 産業技術総合研究所 地質情報研究部門

地球変動史グループ 上級主任研究員 山本 3

22B064 石英粒子による東シナ海北部から沖縄トラフにかけての大陸棚
斜面の堆積粒子起源の推定 川村 紀子 海上保安庁 海上保安大学校 准教授 山本 3

22B065 インドネシア通過流の表層環境の解明とその気候変動との関係
に関する研究 源田 亜衣 九州大学大学院 工学研究院 附属環境工学研

究教育センター 学術研究員 池原 3

22B066 デジタル岩石を用いた岩石物性推定のための岩石の空隙構造イ
メージング 鈴木 健士 京都大学大学院 理学研究科附属地球熱学研

究施設 研究員 山本 3
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22B067 鬼界火山噴火で発生した重力流堆積物の流動堆積機構の解明 清杉 孝司 神戸大学 海洋底探査センター 講師 浦本 2

22B068 日本近海・太平洋における海水中鉛安定同位体分布および同位
体比を用いる海産生物の起源推定の研究 則末 和宏 新潟大学 理学部 准教授  岡村 3

22B069 池堆積物からみる震災時の汚染物質の飛散状況評価 井上 淳 大阪公立大学 理学研究院 准教授 池原 5

22B070 IODP Exp. 346で採取された日本海堆積物試料の元素組成測定に
よる，XRFコアスキャナー（Itrax）測定結果の定量化の試み 関 有沙 信州大学 理学部 日本学術振興会 特別研究員 

RPD 村山 1

22B071 造構運動が泥質岩の圧密特性に与える影響に関する実験的研究 神谷 奈々 同志社大学 日本学術振興会特別研究員（PD） 浦本 3

22B072 海を渡った火砕流の定置温度の推定 辻 智大 山口大学大学院 創成科学研究科 助教 山本 3

22B073 北海道春採湖で採取された年縞堆積物の高解像度解析 中西 利典 ふじのくに地球環境史ミュージアム 
准教授 村山 2

（随時）

採択
番号 課　　題　　名 代　表

申請者 申請者所属・職名 受 入 主
担当教員

研究
分野

22C001 クラゲ類の鉱物形成作用を用いた東アジア縁海における発生源
の推定 河村 真理子 京都大学 フィールド科学教育研究センター

瀬戸臨海実験所 研究員 山本 5

22C002 造構運動が泥質岩の圧密特性に与える影響に関する実験的研究 神谷 奈々 同志社大学 日本学術振興会特別研究員PD 浦本 3

22C003 インドネシア通過流の表層環境の解明とその気候変動に関する
研究 源田 亜衣 岡山大学大学院 自然科学研究科

博士後期課程3年 池原 3

22C004 グリーンランド西部の超苦鉄質岩中の流体包有物の希ガス分析
から探る太古代マントルの交代作用 福島 菜奈絵 東京大学 総合文化研究科

広域科学専攻相関基礎科学系 村山 3

22C005 鍾乳石を用いた過去1万年間の中部日本における古地磁気・岩石
磁気学研究 福與 直人

産業技術総合研究所 地質情報研究部門
地球変動史研究グループ
日本学術振興会特別研究員

山本 3

22C006 鮮新世堆積物の帯磁率測定 黒田 潤一郎 東京大学 大気海洋研究所 准教授 池原 1

22C007 Reconstruction of late Quaternary sea-level and reef growth history in 
the Ryukyu Islands Marc Humblet

Nagoya University, Department of Earth and 
Planetary Sciences 
Associate Professor

浦本 3

（共同研究（一般））

採択
番号 課　　題　　名 代　表

申請者 申請者所属・職名 受 入 主
担当教員

研究
分野

22G001 生体分子に着目した高精度有孔虫Mg/Ca水温計の開発 石谷 佳之 海洋研究開発機構 超先鋭研究開発部門
特任研究員 氏家 5

22G002 完新世における東南極トッテン氷河の融解と暖水塊流入の影響
評価 板木 拓也 国立研究開発法人産業技術総合研究所

地質情報研究部門 研究グループ長 池原 2

22G003 生物源オパールの新規酸素同位体指標確立に関する研究 井尻 暁 神戸大学 海事科学研究科 准教授
（海洋研究開発機構：招聘主任研究員） 池原 2

22G004 四国沖SCORE掘削コアの年代モデル構築と古海洋変動に関する
研究 佐川 拓也 金沢大学 理工研究域地球社会基盤学系

准教授 池原 2

22G005 +5℃まで温暖化が進行する過程における南極氷床融解のふるま
いと特性の解明 関 宰 北海道大学 低温科学研究所 准教授 池原 2

（研究集会）

採択
番号 課　　題　　名 代　表

申請者 申請者所属・職名 受 入 主
担当教員

22M001 水中災害考古学研究への水底表層コア試料の活用 山崎 新太郎 京都大学 防災研究所 准教授 山本

22M002 南大洋・南極の堆積物研究と環境変動に関する若手研究集会 松井 浩紀 秋田大学大学院 国際資源学研究科 助教 池原

22M003 西太平洋掘削会議WEPAD 2022：黒潮・亜熱帯域の古海洋学 佐川 拓也 金沢大学 理工研究域地球社会基盤学系
助教 池原

22M004 第5回国際ジオサイエンスシンポジウム（ISC）　プレカンブリア
ンワールド2023 清川 昌一 九州大学大学院 理学研究院地球惑星科学部門

准教授 池原
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〇共同利用の参加状況
令和4年度

区分 機関数 受入人数 延べ人数外国人 若手研究者 大学院生 外国人 若手研究者 大学院生（40歳未満） （35歳以下） （40歳未満） （35歳以下）

学内（法人内） 2
63 0 0 15 5 198 0 0 46 18

（20） （0） （0） （5） （3） （64） （0） （0） （26） （14）

国立大学 27
143 0 0 32 23 751 0 0 147 193
（33） （0） （0） （12） （5） （170） （0） （0） （56） （38）

公立大学 2
8 0 0 2 3 74 0 0 4 54

（4） （0） （0） （1） （2） （66） （0） （0） （2） （52）

私立大学 12
29 0 0 11 3 147 0 0 54 24
（4） （0） （0） （3） （1） （14） （0） （0） （10） （4）

大学共同利用
機関法人 1

5 0 0 2 0 20 0 0 11 0
（1） （0） （0） （0） （0） （2） （0） （0） （0） （0）

独立行政法人等
公的研究機関 11

67 0 0 11 0 299 0 0 108 0
（11） （0） （0） （4） （0） （67） （0） （0） （41） （0）

民間機関 5
7 0 0 0 0 14 0 0 0 0

（3） （0） （0） （0） （0） （6） （0） （0） （0） （0）

外国機関 20
41 28 0 2 0 89 63 0 4 0
（9） （7） （0） （2） （0） （18） （14） （0） （4） （0）

その他 4
4 0 0 0 0 8 0 0 0 0

（1） （0） （0） （0） （0） （2） （0） （0） （0） （0）

計 84
367 28 0 75 34 1600 63 0 374 289
（86） （7） （0） （27） （11) （409） （14） （0） （139） （108）

 ＊令和4年度実施状況報告書より抜粋

○主なシンポジウム，研究会等の開催状況
開催期間 形態（区分） 対象 研究会等名称 概要 参加人数

2022.9.12～13 ワークショップ 国内
南大洋・南極の堆積物研
究と環境変動に関する若
手研究集会

南大洋・南極に関連した研究を進めている多分
野の若手研究者と学生が集い，それぞれの研究
を発表する．お互いの研究を相互に理解するこ
とで各分野の最先端の研究を把握し，将来的な
融合研究へと発展させることを目的とする．

35

2022.10.12～14 シンポジウム 国際
西太平洋掘削会議WEPAD 
2022：黒潮・亜熱帯域の
古海洋学

WEPADは西太平洋でのIODP掘削プロポーザル
の作成と実現を目指した情報共有と議論のた
めの集会として，日本，韓国，中国，台湾等
の古海洋研究者が世話人となり，毎年持ち回
りで開催．
WEPAD2022会議では，2024年以降のPost-IODP
時代の科学海洋掘削において，どのように西
太平洋および縁辺海における古気候・古海洋
変動に関する掘削研究を推進していくか，そ
のための課題，具体的なプロポーザルのアイ
デアなどについて討議する．

146

（27）

2022.12.21～22 シンポジウム 国内 水中災害考古学研究への
水底表層コア試料の活用

研究者間でこれまでの成果を共有するととも
に，多様な堆積物コア研究で豊富な研究実績
を有する「地球掘削科学国際研究拠点」に集
う関連研究者との研究交流を行うことを目的
とする．

60

2023.2.27～28 成果発表会 国内
令和4年度共同利用・共同
研究成果発表会（ハイブ
リッド）

令和4年度に実施された共同利用・共同研究の
成果の発表を中心に32件の口頭講演が行われ，
83名の参加登録者（対面28名，オンライン55名）
に研究成果が発信された．また学生による6件
の口頭発表を対象に審査を行い，1件を学生最
優秀発表賞として顕彰した．

83

2023.3.5～6 シンポジウム 国際
第5回 国際ジオサイエンス
シンポジウム（ISC）プレ
カンブリアンワールド
2023

2009年から地球史についての国際交流研究発
表の場として，世界的な研究者や普段いけな
い国々の人々をゲストとして招いたり，日本
国内の研究者が出向いたりして，フランクな
研究成果発表の場として交流を深めてきた．

42

（13）

2023.3.7～10 フィールド
ワーク 国際 上記シンポジウムの四国

野外巡検

研究発表以外でも，海外からの若手研究者と
の共同研究，最新機器や海洋コアの観察，陸
／海での掘削コアについての理解の向上，野
外巡検による四万十帯から三波川帯にかけて
の付加体テクトニクスの紹介，など地球科学
を学ぶ人々にプラスになる要素が豊富に含ま
れている．

24

（13）

 ＊令和4年度実施状況報告書より抜粋
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〇主なシンポジウム，公開講演会，施設の一般公開等の開催状況
開催期間 形態（区分） 対象 公開講座等名称 概要 参加人数

2022.6.12 講義・実習 小・中・
高校生 ひらめき☆ときめきサイエンス 題目「最新の3Dデジタル技術を活用して地震

津波碑を学ぶ」 6

2022.6.18 公開講座 一般 高知大学出前公開講座in香美市
題目「石灰岩の洞（鍾乳洞）はどのようにして
できるのか」，「鍾乳石・石筍が記録する長期間
の気候変動」

15

2022.6.28 ワーク
ショップ 一般 My土佐硯づくり教室

高知県幡多郡三原村との共同研究の一環で，
当地の「土佐硯」職人の皆さんを招いてMy土
佐硯づくり教室を開催

12

2022.7.27 見学 中学生 施設見学 兵庫県滝川中学校 87

2022.8.
16－19 講義・実習 学生 コアスクール J-DESCコアスクール コア解析基礎コース 12

2022.9.23 サイエンス
カフェ 一般 先端科学と共に目指す土佐硯

の未来
最近のコアセンターで進んでいる「硯」の研
究について，職人の皆さん，参加者の皆さん
と語り尽くす．

8

2022.10.18 公開講座 地域 高知大学出前公開講座in
大豊町

題目「南極の海で何が起きているのか？～海
洋コアから気候変動を読み解く～」 20

2022.11.25 講義・実習・見学 高校生 令和4年度スーパーサイエンス
ハイスクール（小津高校） 題目「海洋科学掘削から探る気候変動」 40

2023.1.21 講演 一般 海洋堂スペースファクトリー
なんこく「海に生きるもの展」

題目「世界に誇る海の恵み“宝石サンゴ”研
究の最前線 20

2023.2.26 フォーラム 一般 硯フォーラム
「土佐硯」を未来へつなぐ―三原村で育まれた
地域資源と技術の継承，高知県三原村と協力
して当地の硯工芸職人との共同研究成果報告
とワークショップ

94

＊令和4年度実施状況報告書より抜粋
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〇主な機器利用状況　 *令和4年度進捗状況報告書より抜粋
研究施設・設備名 性能 施設・設備の概要及び目的

1

X線CTスキャナ △ 海洋コア試料（海底堆積物）などの非破壊計測（内部構造撮影）

稼動状況 令和4年度

使用者の所属機関
年間使用人数

共同利用者数

学内（法人内） 139 0
国立大学 41 29
公立大学 0 0
私立大学 1 1

大学共同利用機関法人 0 0
独立行政法人等公的研究機関 21 1

民間機関 10 0
外国機関 0 0
その他 42 0
学外　計 115 31
計 254 31

令和4年度
稼働率（b/a） 51.8%

年間稼動可能時間（a） 1,760
年間稼動時間（b）=（c）+（d）+（e） 912
共同利用に供した時間（c） 168

共同利用以外の研究に供した時間（d） 656
（c），（d）以外の利用に供した時間（e） 88

研究施設・設備名 性能 施設・設備の概要及び目的

4

電界放出型走査型電
子顕微鏡

海洋コア試料（海底堆積物）から採取した砂粒子などの形態観察や元素
分析

稼動状況 令和4年度

使用者の所属機関
年間使用人数

共同利用者数

学内（法人内） 146 3
国立大学 7 7
公立大学 0 0
私立大学 0 0

大学共同利用機関法人 0 0
独立行政法人等公的研究機関 23 0

民間機関 1 0
外国機関 5 5
その他 0 0
学外　計 36 12
計 182 15

令和4年度
稼働率（b/a） 70.5%

年間稼動可能時間（a） 1,760
年間稼動時間（b）=（c）+（d）+（e） 1,240
共同利用に供した時間（c） 120

共同利用以外の研究に供した時間（d） 1,120
（c），（d）以外の利用に供した時間（e） 0

研究施設・設備名 性能 施設・設備の概要及び目的

2

蛍光X線コアスキャ
ナITRAX △ 海洋コア試料（海底堆積物）などの非破壊計測（元素分析）

稼動状況 令和4年度

使用者の所属機関
年間使用人数

共同利用者数

学内（法人内） 14 4
国立大学 2 2
公立大学 0 0
私立大学 0 0

大学共同利用機関法人 0 0
独立行政法人等公的研究機関 9 6

民間機関 0 0
外国機関 0 0
その他 0 0
学外　計 11 8
計 25 12

令和4年度
稼働率（b/a） 62.5%

年間稼動可能時間（a） 960
年間稼動時間（b）=（c）+（d）+（e） 600
共同利用に供した時間（c） 288

共同利用以外の研究に供した時間（d） 312
（c），（d）以外の利用に供した時間（e） 0

研究施設・設備名 性能 施設・設備の概要及び目的

1

パススルー型超伝導
磁力計SQUID 海洋コア試料（海底堆積物）の磁力測定

稼動状況 令和4年度

使用者の所属機関
年間使用人数

共同利用者数

学内（法人内） 96 6
国立大学 32 32
公立大学 0 0
私立大学 0 0

大学共同利用機関法人 0 0
独立行政法人等公的研究機関 30 30

民間機関 0 0
外国機関 12 0
その他 0 0
学外　計 74 62
計 170 68

令和4年度
稼働率（b/a） 78.6%

年間稼動可能時間（a） 1,760
年間稼動時間（b）=（c）+（d）+（e） 1,384
共同利用に供した時間（c） 544

共同利用以外の研究に供した時間（d） 840
（c），（d）以外の利用に供した時間（e） 0

研究施設・設備名 性能 施設・設備の概要及び目的

3

安定同位体比質量分
析 計 isoprime precis 
ION

海洋コア試料（海底堆積物）などの安定同位体比の分析

稼動状況 令和4年度

使用者の所属機関
年間使用人数

共同利用者数

学内（法人内） 50 15
国立大学 34 31
公立大学 0 0
私立大学 0 0

大学共同利用機関法人 0 0
独立行政法人等公的研究機関 3 0

民間機関 0 0
外国機関 0 0
その他 0 0
学外　計 37 31
計 87 46

令和4年度
稼働率（b/a） 66.9%

年間稼動可能時間（a） 3,120
年間稼動時間（b）=（c）+（d）+（e） 2,088
共同利用に供した時間（c） 1,104

共同利用以外の研究に供した時間（d） 936
（c），（d）以外の利用に供した時間（e） 48

研究施設・設備名 性能 施設・設備の概要及び目的

1

大型磁気シールド
実験室 ○

三層のパーマロイにより，実験室内磁場を外部の約1/500程度にまで弱
めることで，非常に微弱な海洋コアの残留磁化測定を可能としている．
世界最大級の広さを誇る室内には，共同利用・共同研究に供する各種磁
気分析機器を設置している．

稼動状況 令和4年度

使用者の所属機関
年間使用人数

共同利用者数

学内（法人内） 892 9
国立大学 79 79
公立大学 0 0
私立大学 0 0

大学共同利用機関法人 0 0
独立行政法人等公的研究機関 75 75

民間機関 0 0
外国機関 90 0
その他 12 12
学外　計 256 166
計 1,148 175

令和4年度
稼働率（b/a） 78.1%

年間稼動可能時間（a） 8,760
年間稼動時間（b）=（c）+（d）+（e） 6,840
共同利用に供した時間（c） 1,090

共同利用以外の研究に供した時間（d） 5,750
（c），（d）以外の利用に供した時間（e） 0
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資料名 価値 資料の概要

1

学術コアリポジトリ ○

・ 海底，湖沼，陸上などで掘削等で採取された地質柱状試料（コア）のうち，学術
的価値の高い試料について劣化を防ぐため国内最大規模の大型冷蔵保管庫にて冷
蔵保管している（＋4℃・湿度80％）．日本近海から南極海まで，二度と同じ試料
は採取できないため，世界最高レベルの価値を有する．
・ 保管する学術コアは共同利用研究，拠点プロジェクト等に活用されるほか，コミュ
ニティに公開され二次利用に供する．
・ 共同利用・共同研究にかかわるデータ・分析試料のトレーサビリティの担保，将
来の技術革新による新規分析法による研究展開などにとって一次試料の保管は極
めて重要である．

保有数／利用・提供状況 令和4年度

保有数 6,959

利用・提供区分 利用

利用 
件数

総利用件数 105

共同利用・共同研究者
利用件数（内数） 37

〇資料の利用・提供・整備状況

〇データの作成・公開状況
データ名 性能 蓄積情報の概要 公開方法

1

学術コアデータベース △

・ 学術コアリポジトリで保管しているコ
アの基礎情報（位置，水深，時代など）
をセンターホームページでコミュニ
ティに公開している．
・ 日本近海から南極海までのコア情報を
含み，二度と同じ地点から試料を採取
できないため，どの海域で何mのコア
が採取されているか等の基礎情報自体
にも価値がある．学術コアのデータ数
は国内最高クラスである．

拠点ホームページでコミュニティに公開
（平成2年12月25日）．データのうち，学
術コアのリスト（基礎情報）と採取地点
マップのみをコミュニティに公開中．
https://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/
share/corerepository.html

蓄積量／利用・提供状況 令和4年度

蓄積量 6,463

利用 
件数

総利用件数
共同利用・共同研究者
利用件数（内数）

＊令和4年度進捗状況報告書より抜粋
※資料の内容や保有数等において，世界／国内最高クラスに学術的価値が高い資料の場合は，「価値」欄に○（世界最高），△（国内最高）を記入
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3. 学内共同利用　Kochi University Sharing Facility Services

3-1．学内共同利用状況 Users

申請者名 所属 利用日数 利用機器
Name Department Days used Facilities used

梶芳 浩二 理工学部 化学生命理工学科 1 FE-SEM

森 勝伸 理工学部 化学生命理工学科 43
顕微レーザーラマン分光装置，
FE-SEM，蛍光X線分析装置
（XRF）

渡辺 茂 理工学部化学生命理工学科 2 FE-SEM，白金蒸着装置

川畑 博 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 6 マイクロフォーカスX線CTス
キャナ，FE-SEM

寺本 真紀 農林海洋科学部 海洋資源科学科 海洋生命科学コース 48 加熱脱着装置付ガスクロマト
グラフ質量検出器

松島 朝秀 教師教育センター 4 X線回折装置（XRD），FE-SEM
足立 真佐雄 農林海洋科学部 海洋資源科学科 海洋生物生産学コース 24 高速自動濃縮装置，FE-SEM

田中 壮太 農林海洋科学部大学院 総合人間自然科学研究科 黒潮圏
総合科学専攻 黒潮圏科学部門 16

X線回折装置（XRD），蛍光X
線分析装置（XRF），ICP発光
分光分析装置

今井 斉志
（渡辺 茂）

理工学部大学院 博士課程応用自然科学専攻 有機物質創
成科学分野 3 磁気特性測定装置（MPMS）

安武 大輔 IoP共創センター 4 元素分析オンライン質量分析計
関 伸吾 農林海洋科学部 海洋資源科学科 海洋生物生産学コース 2 DNAシーケンサー

小﨑 大輔 理工学部大学院 総合人間自然科学研究科 修士課程 理
工学専攻 化学生命理工学コース 5 分光測色計，電子プローブマ

イクロアナライザー（EPMA）
三宅 尚 理工学部 生物科学科 植物生態学研究室 5 FE-SEM

島内 理恵 理工学部大学院 総合人間自然科学研究科 修士課程 理
工学専攻 数学物理学コース 6 FE-SEM

足立 亨介 農林海洋科学部 海洋資源科学科 海洋生物生産学コース 4 FE-SEM
川畑 博 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 55 流体包有物加熱冷却ステージ

新井 和乃 海洋コア 11 X線CTスキャナ，コア連続画
像撮影装置

奥村 知世 海洋コア 10 iMScope
橋本 善孝 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 9 熱消磁装置
橋本 善孝 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 6 スピナー磁力計
小河 脩平 農林海洋科学部 海洋資源科学科 海底資源環境学コース 5 X線回折装置（XRD）
臼井 朗 海洋コア 4 中型切断機
村山 雅史 農林海洋科学部 海洋資源科学科 海底資源環境学コース 4 実体顕微鏡

橋本 善孝 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 4 パルスマグネタイザー，磁気天
秤，パススルー型磁力計測装置

橋本 善孝 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 3 FE-SEM

橋本 善孝 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 2 デジタル顕微鏡，卓上型ミニ
コア採取器

長谷川 精 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 2 Ｘ線分析顕微鏡XGT-7200V
長﨑 慶三 農林海洋科学部 海洋資源科学科 海洋生命科学コース 2 蛍光顕微鏡

浦本 豪一郎 海洋コア 1 マイクロフォーカスX線CTス
キャナ

橋本 善孝 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 1 ピクノメーター，X線回折装置
（XRD）

藤内 智士 理工学部 地球環境防災学科 地球環境変動分野 1 X線CTスキャナ
小河 脩平 農林海洋科学部 海洋資源科学科 海底資源環境学コース 1 FE-SEM

新井 和乃 海洋コア 1 マイクロフォーカスX線CTス
キャナ
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4. 高知コアセンター分析装置群共用システム
Kochi Core Center Open Facility System（KOFS）

○概要 Overview of the KOFS
　高知コアセンター分析装置群共用システムは，文部科
学省「先端研究基盤共用促進事業（新たな共用システム
導入支援プログラム）」の一環として平成28～30年度に実
施されたプログラムであり，海洋コア総合研究センター
と海洋研究開発機構高知コア研究所が共同で申請し採択
されたものである．
　本共用システムは，センターの様々な分析機器を教育・
研究機関や一般企業の方が“随時”利用できる課金型利
用システムである．また，平成29年10月からは，分析装
置の学内共同利用についても共用システムを介して対応
している．
　本共用システム導入の目的は，
（1 ）産業界や異分野に広く門戸を開き，より多くの研究
者や技術者を受け入れることで，学術界・産業界での
コミュニティの拡大や研究・教育活動の活性化・高度
化を図ること，

（2 ）海洋研究開発機構高知コア研究所が所有する先端分
析機器を共同利用・共同研究拠点の機能に加えること
で，学内外における機器の共用化を促進すること，

（3 ）本システムの運用制度を確立し，支援・運用体制を
強化すること，である．
　前述の事業による経費支援が終了した令和元年度から
は，自主運営により，共用システムの提供を継続している．

問い合わせ先 More Information:
　高知コアセンター分析装置群共用システムオフィス
　　URL: http://www.kochi-core.jp/kyoyo/index.html

http://www.kochi-core.jp/kyoyo/en/index_e.html

     The Kochi Core Center Open Facility System （KOFS） 
was launched from FY2016 to FY2018 as part of the 
Project for Promoting Public Utilization of Advanced 
Research Infrastructure, supported by the Ministry of 
Education, Culture, Sports, Science and Technology 

（MEXT）. During this period, the system was jointly operated 
by CMCR and Kochi JAMSTEC. Since FY2019, CMCR has 
continued to manage KOFS independently. Under KOFS, 
any individual or organization is eligible to apply to use 
CMCR’s facilities and research equipment on a fee-based 
basis.
     The objectives of KOFS are as follows:

（1 ）To broaden research communities and enhance 
research and educational environments by welcoming 
researchers and technical personnel from sectors 
beyond academic research, including industrial sectors

（2 ）To promote the shared use of research equipment 
both on and off campus by incorporating advanced 
research equipment owned by Kochi JAMSTEC into 
the JURC-DES framework

（3 ）To strengthen research support and the operational 
system through the stable and efficient management 
of KOFS

○令和4年度の利用実績 Performance in FY2022
年度
Year

課題件数
Total number

内訳　高知大学受入分
Category

令和 4
FY2022 53 44

産業界 Industrial ：12
研究教育機関 Academic ：15（including IODP users；1）
学内共同利用 Kochi Univ.：17
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区分
Category

課題申請者所属・職名
Affiliation/Position

課題申請者
Applicant

研究課題名
Topics

研究教育機関
Academic

The University of Queensland/ 
Associate Professor

BOSTOCK
LYMAN, Helen XRF scanning of 591A（093591IODP）

研究教育機関
Academic

兵庫県立人と自然の博物館・
研究員 生野 賢司 白亜紀異常巻アンモナイト類における殻体内部構造

の試行的検討

研究教育機関
Academic

京都大学複合原子力科学研究
所・教授 五十嵐 康人

原子爆弾の投下に伴う気象シミュレーションモデル
の構築及び放射性降下物の拡散状況の分析等に関す
る調査研究一式

研究教育機関
Academic

京都大学工学研究科都市社会
工学専攻・教授 林 為人 圧密試験と熱物性測定の前後における岩石コア試料

のX線-CTイメージの取得
研究教育機関
Academic 香川大学創造工学部・教授 寺林 優 瀬戸内海沿岸域における津波堆積物の発見

研究教育機関
Academic 茨城大学理学部・教授 岡田 誠 陸上に分布する海成層における地磁気逆転やエクス

カーション記録の詳細な復元
他　産業界12件，研究教育機関9件
※所属は申請年度当時のものを記載．

○学外課題詳細（高知大学受入分）Proposal list under the CMCR direction
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　当センターの専任教員は，理工学部（生物科学科・地
球環境防災学科）および農林海洋科学部（海洋資源科学
科）の兼任教員として学部教育を担当，地球掘削科学に
関連する専門分野の講義のほか，センターの施設・設備
を活用した実験・実習，卒業研究指導を行っている．ま
た大学院においては，総合人間自然科学研究科理学/理工
学専攻（修士課程），農林海洋科学専攻（修士課程）およ
び応用自然科学専攻（博士課程）の専任教員として，大
学院授業担当や修士・博士論文研究指導を行うとともに，
海洋研究開発機構との連携大学院（海底資源科学分野）
を運営，専攻分野横断型の卓越大学院プログラム新設や
大学院改組に取り組んでいる．また，多くの理工学部お
よび農林海洋科学部の兼務教員が，コアセンター設備を
活用した学部・大学院教育を行っている．

Full-time and associate faculty members at the CMCR 
are generally in charge of education in Kochi University， 
within the Faculty of Science and Technology （e.g. 
Department of Global Environment and Disaster 
Prevention， Department of the Biological Sciences） and 
Department of Marine Resource Science， Faculty of 
Agriculture and Marine Science.

They teach lectures in specialized fields associated 
with drilling Earth science and conduct experiment classes 
using CMCR facilities. Also， fourth-year undergraduate at 
the university can work on their research project under 
the supervision of CMCR faculty members.

CMCR faculty members are also involved in graduate 
education in the Graduate School of Integrated Arts and 
Sciences （Science Program for master’s course and 
Applied Natural Sciences Program for doctoral course）. 
Students can conduct their master’s or doctoral thesis 
research in one of the Center laboratories under the 
supervision of a CMCR faculty member.

5. 教育・若手人材育成
Education and Programs for Early Career Scientist

5-1．教育活動

5-1-1．大学院生等の受入状況

区　　　分
平成29年度 平成30年度 平成元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 平　均

うち外国人 うち外国人 うち外国人 うち外国人 うち外国人 うち外国人 うち外国人
博士後期課程 2 （0） 2 （1） 2 （1） 3 （1） 3 （1） 6 （3） 3.0 1
うち社会人 1 （0） 1 （0） 0 （0） 0 （0） 1 （0） 1 （0） 0.7 0

修士・博士前期課程 3 （0） 6 （0） 5 （0） 5 （0） 11 （0） 13 （0） 7.2 0
うち社会人 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 10 （0） 0 （0） 2.0 0
学　部　生 4 （0） 20 （0） 5 （0） 11 （0） 10 （0） 20 （0） 12.5 0
合　　　計 9 （0） 28 （1） 12 （1） 19 （1） 24 （1） 39 （3） 22 1

＊期末評価資料より転載，令和4年度活動状況報告書に基づき一部改編

5-1-2．当該研究所等・施設を利用して学位を取得した大学院生数　＊期末評価資料より転載

区　　　分
平成29年度 平成30年度 平成元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 平　均
学内 学外  学内 学外 学内 学外 学内 学外 学内 学外 学内 学外 学内 学外

博士号取得者数 2 4 1 6 0 4 0 0 1 0 1 4 1 3
＊期末評価資料より転載，令和4年度活動状況報告書に基づき一部改編

5-1-3．留学生の受入状況　＊期末評価資料より転載
区　　　分 平成29年度 平成30年度 平成元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 平　均

①アジア 0 0 0 0 0 2 0
②北米 0 0 0 0 0 0 0
③中南米 0 0 0 0 0 0 0
④ヨーロッパ 0 1 1 1 1 0 1
⑤オセアニア 0 0 0 0 0 0 0
⑥中東 0 0 0 0 0 1 0
⑦アフリカ 0 0 0 0 0 0 0
合計 0 1 1 1 1 3 1
＊期末評価資料より転載，令和4年度活動状況報告書に基づき一部改編
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5-1-4．令和4年度卒論・修論・博士論文

博士論文　Doctor Thesis

総合人間自然科学研究科 農林海洋科学専攻 博士（農）
（黒潮圏総合科学コース）Kuroshio Science Program
・ Vacarizas Joshua Magnaye，Development of chromosomal FISH markers and molecular cytogenetic analysis for scleractinian 

corals，主指導：久保田 賢，副指導：西尾 喜朗

愛媛大学連合大学院 連合農学研究科 博士（農）
（生物資源生産学専攻）Department of Bioresource Production
・ 小笠原 実里，絶滅危惧樹木であるフタバガキ科Shorea albidaとブナ科Quercus hondaeの遺伝的多様性と集団構造，
主指導：市榮  智明

修士論文　Master Thesis

総合人間自然科学研究科 理工学専攻 修士（理）
（地球環境防災学コース）Global Environment and Disaster Prevention
・ 妹尾 侑香，室内実験データと反射法地震波探査断面を用いた日向灘における異常間隙流体圧比の分布，主指導：
橋本善孝，副指導1：松岡 裕美，副指導2：原 忠
・ 川路 真子，化学的・熱的検証による沈み込みプレート境界地震断層を伴う破砕帯のすべりの制約，主指導：橋本 
善孝三，副指導1：藤内 智士，副指導2：笹原 克夫
・ 福別府 渉，沈み込みプレート境界の応力と物性は地形にコントロールされる，主指導：橋本 善孝，副指導 1：大
久保 慎人，副指導2：野田 稔

総合人間自然科学研究科 農林海洋科学専攻 修士（農）
（海洋資源科学コース）Marin Resource Sciences
・ 中村 由太郎，海水中溶存ガス成分のレーザーラマン分光法による現場分析法の開発，主指導：岡村 慶
・ 亀井 翼，小笠原海台南海山におけるマンガンクラストの微細層序の局地的変化，主指導：浦本 豪一郎，副指導：
西尾 喜朗
・ 熊谷 和音，環境水中の酸化還元指標物質のHPLCによる迅速分析法の開発，主指導：岡村 慶，副指導：野口 拓郎
・ 松原 雄太，海洋無脊椎動物由来細菌における化学的相互作用の解析，主指導：ULANOVA，Dana

卒業論文 Bachelor Thesis

理工学部 地球環境防災学科 Global Environment and Disaster Prevention
・ 河野 敬太，トカラ海峡の海洋堆積物コアを用いた完新世における黒潮の古水温復元，主指導：池原 実
・ 与謝野 勳，選択的継代培養により磁性細菌Magnetospirillum magnetotacticum MS-1のマグネタイト合成個体群の増
加を目指す，主指導：山本 裕二
・ 中澤 龍平，日南層群乱雑相の弾性波速度解析と高いVp/Vsの意義，主指導：橋本 善孝
・ 本田 和樹，メランジュ形成時の流体圧比・差応力・形成深度・引張強度の制約：四国白亜系四万十帯横浪メランジュ，
主指導：橋本 善孝
・ 高橋 祐希，剪断脈の差応力と流体圧の制約：四国白亜系四万十帯横浪メランジュ，主指導：橋本 善孝
・ 坪井 元春，砂箱実験から考えるクーロンウェッジの発達過程におけるバックスラストの役割，主指導：藤内 智士
・ 山口 賢太郎，香川県東かがわ市における上部白亜系和泉層群北縁部の地質構造，主指導：藤内 智士
・ 山本 竜大，沈み込みプレート境界断層帯の変形過程：四万十北帯付加体牟岐メランジュの基質頁岩の例，主指導：
藤内 智士
・ 野村 夏希，南海トラフ室戸沖プレート境界断層周辺に発達する充填鉱物の分布解明：掘削コア試料の X線CTデー
タからのアプローチ，主指導：藤内 智士

理工学部 生物科学科 Department of Biological Science
・ 井熊 一翠，浮遊性有孔虫Pulleniatina obliquiloculataの殻の形態解析：遺伝子型レベルでの差異と成長過程による変化，
主指導：氏家 由利香
・ 稲垣 優花，人工ナノ粒子による底生有孔虫Ammonia venetaの成長阻害，主指導：氏家 由利香
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農林海洋科学部 海洋資源科学科 海底資源環境学コース Marine Resource Science Major
・ 中村 璃子，高知県幡多郡三原村産「土佐硯」の岩石・鉱物学的研究：磨墨構造（鋒鋩）の高精細解析，主指導：
浦本豪一郎
・ 平川 史也，日本産宝石サンゴ骨格の炭素酸素同位体比の変化，主指導：奥村 知世
・ 八木橋 美紗樹，ファインバブルのガス組成変化による水質制御技術の確立，主指導：岡村 慶
・ 塚原 佳穂，全炭酸の酸抽出－NDIR測定法および全アルカリ度の微小量滴定法の開発，主指導：岡村 慶
・ 宗形 柾志，化学発光定量分析のための銅濃縮カラムの製作と検討，主指導：岡村 慶
・ 平井 紀行，小豆島東方沖の気泡噴出域で採取した海底コア中の間隙水の地球化学，主指導：西尾 喜朗
・ 平田 祐一，兵庫県猪名川町周辺の温泉水のLiとSrの同位体地球化学，主指導：西尾 喜朗
・ 秋柴 愛斗，LiとSrの同位体地球化学を用いた岡山県南部の温泉水の起源の解明，主指導：西尾 喜朗
・ 山下 廉太郎，ファインバブル添加による金属共沈法に関する基礎検討，主指導：野口 拓郎
・ 藤井 南帆，炭酸塩の形成に関わる地球科学的研究，主指導：野口 拓郎
・ 渡邉 雄祐，含ファインバブル水による堆積物保存法の検討，主指導：野口 拓郎
・ 筒井 達也，固体触媒を用いたバイオマスからグリーンLPガスへの転換，主指導：小河 脩平

農林海洋科学部 海洋資源科学科 海洋生命科学コース Marine Biological Chemistry
・ 澁谷 海斗，テングサと共生する細菌の調査，主指導：ULANOVA，Dana

農林海洋科学部 農林資源科学科 フィールド科学コース Forest Science
・ 染矢 楓久，炭素窒素安定同位体比を用いた四国の中型食肉目5種の食性，主指導：市榮 智明
・ 白濱 朱莉，高知大学嶺北フィールドのモザイク状植生が鳥類種数に及ぼす影響，主指導：市榮 智明
・ 谷口 秀平，嶺北フィールドにおけるUAVを活用したヤマザクラ衰退原因の特定，主指導：市榮 智明

5-1-5．授業担当等
○課程教育

担当者 担当学部等 主な担当授業
専任教員 岩井　雅夫 理工学部兼任 層位学，海洋地質実習．古海洋生物学特論

池原　実 理工学部兼任 地球掘削科学，古海洋学特論，地球環境システム学特論
山本　裕二 理工学部兼任 古地磁気学，海洋地質実習，基礎地学実験
氏家　由利香 理工学部兼任 分子古生物学，分子古生物学特論
奥村　知世 農林海洋科学部兼任 海底資源学演習，海底資源分析実験，地球と宇宙
浦本　豪一郎 農林海洋科学部兼任 海底資源学，海底資源分析実験（地学），地学基礎実験

特任教員 臼井　朗 地球と宇宙，海底資源学，海洋鉱物資源学概論
兼務教員 芦内　誠 農林海洋科学部専任 生物材料科学，生体高分子化学

足立　真佐雄 農林海洋科学部専任 水族環境学，環境微生物工学，水族環境学実験
市榮　智明 農林海洋科学部専任 樹木学実習，森林保護学，森林生産技術実習Ⅰ
上田　忠治 農林海洋科学部専任 資源物理化学，資源分析化学，化学基礎実験
岡村　慶 農林海洋科学部専任 化学概論，海洋化学概論，物理学基礎実験
津田　正史 農林海洋科学部専任 海洋ケミカルバイオロジー
長﨑　慶三 農林海洋科学部専任 水圏ウイルス学特論，海洋ウイルス学特論，海洋ウイルス学演習
西岡　孝 理工学部専任 固体物理学，磁性物理学特論，物理科学実験
橋本　善孝 理工学部専任 テクトニクス，野外調査法基礎，基礎地学実験
村山　雅史 農林海洋科学部専任 海洋地球科学概論，地球科学概論，同位体地球科学特論
西尾　嘉朗 農林海洋科学部専任 同位体地球化学，海底資源岩石鉱物学，情報処理
野口　拓郎 農林海洋科学部専任 現場化学計測，海洋環境アセスメント化学，海洋情報化学
ULANOVA，Dana 農林海洋科学部専任 科学英語コミュニケーション，分子生合成論，初習海洋生命英語
栄徳　勝光 医学部専任 疫学研究のための統計学，臨床中毒学
小河　脩平 農林海洋科学部専任 資源無機化学，資源物質化学
藤内　智士 理工学部専任 構造地質学，野外調査法基礎，実践野外調査実習
前田　広道 医学部専任 人工臓器移植外科学
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5-1-6．コアセミナー（オンライン / ハイブリッド開催）

R4.5.20 「高知県浦ノ内湾における人新世を挟む海洋コアの解析 -重金属汚染と環境変動-」神徳 理紗（村山研 M1）
「東南極ケープダンレー底層水流下域における海底堆積物の粒度・鉱物組成に基づく底層流指標の検討」
竹原 景子（池原研 D3）

R4.6.10 「堆積物の残留磁化に微生物細胞はどの程度寄与しているのか -定量的な検討手法の開発にむけて-」
スカルジッチ 瑠史雄（山本研M1）

R4.6.17 「京都の温泉水の化学組成」糸井 稜（西尾研M1）
「地球化学指標を用いた神奈川県西部の温泉水の起源の解明」中澤 椋雅（西尾研M1）

R4.6.24 「紀伊半島西部の温泉水の地球科学」水原 涼（西尾研M1）
「硯の表面構造（鋒鋩）の科学的な解明：高知県三原村で生産される土佐硯の3次元構造の解析」
中村 璃子（浦本研 B4）

R4.7.1 「Li,Sr同位体を利用した岡山県の温泉水の地球化学」秋柴 愛斗（西尾研 B4）
R4.7.8 「Li, and Sr isotopes could reveal the relationship between water composition and Matsushiro earthquake 

swarms」Zahra Zandvakili（西尾研 D1）
R4.7.15 「浮遊性有孔虫Pulleniatina obliquiloculataの遺伝子型における殻の形態分析と分類基準の再構築」

井熊 一翠（氏家研 B4）
「花粉組成変化に基づく最終氷期以降の東アジア中緯度域の時空間的植生変遷の復元」今岡 良介
（長谷川研 D1）
「猪名川地域における水の地球科学」平田 祐一（西尾研 B4）

R4.7.22 「小豆島沖で噴出する気泡」平井 紀行（西尾研 B4）
「（論文紹介）磁性細菌とマグネットソームについて」与謝野 勳（山本研 B4)
「周氷河地形を利用した 火星地下氷分布の推定～モンゴルでの実地調査&火星での分布探索～」
佐古 貴紀（長谷川研 B4）

R4.7.29 「サンゴ骨格の化学分析による過去の環境情報の復元：文献紹介と卒論の進捗状況報告」平川 史也
（奥村研 B4）
「火星生命探査に向けて：炭酸塩コンクリーションの成因の解明」渡辺 隼生（長谷川研 B4)
「地震に伴って形成した海底地滑り層基底部の堆積層序について：四国沖と襟裳岬沖のコア解析」
清水 さつき（浦本研M1）

R4.8.5 「完新世以降の黒潮流路・勢力変動に関する有機地球科学的研究」河野 敬太（池原研 B4）
「室戸岬沖から採取された海洋コア中の有機物の輸送メカニズムに関する研究―論文紹介と進捗状況
―」阿久津 紗梨（村山研M1）
「黄色ブドウ球菌が産生する色素類と細菌光不活性化現象との相関に関する研究」西村 知泰（池原研 D1）

R4.10.21 「浮遊性有孔虫のサイズに着目した形態解析　中期中新世Paragloborotalia siakensisを例に」鈴木 拓馬
（研究員）

R4.11.18 「選択的培養で磁性細菌MS-1のマグネタイト保有率向上を目指す」与謝野 勳（山本研 B4）
「小笠原海台南海山のマンガンクラストの微細層序」亀井 翼（村山研M2）

R4.12.2 「（論文紹介）Significant contribution of subseafloor microparticles to the global manganese budget」
波多野 泰成（村山研 B4）
「（論文紹介）Diagenetic  dissolution,  maghemitization  and  sulphidization  of  magnetic  minerals  in  rapidly 

deposited gas hydrate bearing sediments from the Bay of Bengal」林 鷹利（村山（KARS）研 B4）
「Microstratigraphic evidences of oceanographic and tectonic controls on hydrogenetic ferromanganese crusts in 

the northwestern Pacific seamounts」日野 ひかり（臼井研 D2）
R4.12.9 「Li, Sr同位体を用いた岡山県の深部流体の起源の解明」秋柴 愛斗（西尾研 B4）

「高知県浦ノ内湾における海底コアの人新世の重金属分布と環境変動」神徳 理紗（村山研M1）
R4.12.16 「Geochemical constraints on origin of fluids involved in the Matsushiro earthquake swarm」Zahra Zandvakili

（西尾研 D1）
「球状炭酸塩コンクリーションの成因の解明：火星探査に向けて」渡辺 隼生（長谷川研 B4）
「米国グリーンリバー湖成層コアに記録される始新世前期の orbital-scale古環境変動と太陽活動の気候
影響」百瀬 弘基（長谷川研 B4）

R4.12.23 「小笠原沖宝石サンゴの地球化学的特徴」平川 史也（奥村研 B4）
「浮遊性有孔虫Pulleniatina obliquiloculataの遺伝子型における殻の形態分析と分類基準の構築」
井熊 一翠（氏家研 B4）

R5.1.6 「過去50万年間における東南極ケープダンレー底層水形成変遷の復元」竹原 景子（池原研 D3）
「土佐硯における磨墨構造（鋒鋩）の高精細可視化解析：人工硯等との比較に基づく検討」中村 璃子
（浦本研 B4）

R5.1.13 「有機地球化学分析を用いた吐噶喇海峡を流れる完新世黒潮流の復元」河野 敬太（池原研 B4）
「デルタ地形から太古火星の海水準変動を復元する」鬼頭 蓮（長谷川研 B3）

R5.1.20 「海底下における珪藻化石に付着する微生物の群集解析」西村 知泰（池原研 D1）
「兵庫県猪名川町周辺の湧水のLi・Sr地球科学」平田 祐一（西尾研 B4）
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5-2．KCCセミナー　KCC Seminar
　KCCセミナーは，当センターの客員教員や来訪者等
による特別公開セミナーで，海洋研究開発機構高知コア
研究所と共同開催している．今年度は 11回（発表 12件）
開催された．

　The KCC Seminar is jointly organized and operated by 
CMCR and Kochi JAMSTEC. In FY2022, a total of 11 
seminars were held, featuring 12 presentations.

開催日
Date

講演者（所属，職名）「講演題目」
Presenter, Affiliation, Title of Presentation

2022.4.15 菊池 早希子（JAMSTEC 高知コア研究所・地球微生物学研究グループ・研究員）
「微生物生成水酸化鉄の生物地球化学的研究」

2022.5.19 高木 一歩（高木酒造・6代目杜氏）
「酵母を活かした高知らしい酒造り」

2022.5.20 山田 洋輔（JAMSTEC 高知コア研究所・地球微生物学研究グループ・研究員）
「海洋物質循環に影響する細菌表面性状の把握と本研究手法の応用・発展可能性」

2022.6.23 サムエル パペスチ（JAMSTEC 高知コア研究所・岩石物性研究グループ・ポスドク研究員）
「Serpentinite carbonation produces rheological heterogeneity at the subduction interface」

2022.6.27 浦本 豪一郎（海洋コア総合研究センター・講師）
「土佐硯石の地質学的な成り立ち」

2022.6.28 Maoliang Zhang（天津大学・准教授）
「Linking deeply-sourced volatile emissions to plateau growth dynamics in southeastern Tibetan Plateau
（深部起源揮発性元素の放出と東南チベット高原の拡大メカニズム）」
五十嵐 康人（京都大学複合原子力研究所・教授）
「「黒い雨」の証拠を探る～原子爆弾の投下に伴う放射性降下物の拡散状況等に関する調査～」

2022.7.12 J.E.T. Channell （University of Florida・Professor／産業技術総合研究所・JSPS招聘研究者）
「Quaternary magnetic stratigraphy」

2022.9.21 Daniel Faulkner（リバプール大学）
「Links between earthquake size distributions and laboratory frictional properties」

2022.9.22 岡本 信行（独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱物資源機構）
「現実味を帯びる海底鉱物資源の開発（最新の国際動向）」

2022.11.30 Joseph Kirschvink（海洋コア総合研究センター・特任教授／ Nico and Marilyn Van Wingen Professor of 
Geobiology, Caltech; JSPS Senior Fellow, KCC）
「Expanding the Sensitivity Limits of Paleomagnetism with Superconducting Scanning Magnetic Imaging: 

Examples from Outer Space （Mars & Ryugu）, Biology, as well as from Earth’s Oldest, Best-Preserved Marine 
Sediments.」

2023.2.10 田中 えりか（高知大学海洋コア総合研究センター・助教）
「南鳥島周辺の遠洋性粘土を用いた長期堆積環境記録の復元」

R5.1.27 「火星高緯度の現生ハビタブル環境の探索」千々岩 拓夢（長谷川研 B3）
「（論文紹介）地球化学的および微生物学的観点から見た鉄マンガン酸化物鉱床とコバルトやニッケル
との相互作用について」宮島 誠（奥村研 B3）

R5.2.3 Physiological Ecology of Precious Corals from Japan using Transcriptome and Trace Element Analyses.」
Marivic Pepino（奥村研 D1）
「Physiological Ecology of Philippine Squids Revealed by Geochemical Analysis of Statolith.」Jessica Legaspi
（奥村研 D1）
「堆積物の残留磁化に微生物細胞はどの程度寄与しているのか -定量的な検討手法の開発に向けて-」
スカルジッチ 瑠史雄（山本研M1）

R5.2.10 「北海道南部大沼とモンゴル北部サンギンダライ湖の湖成年縞の形成メカニズムの考察」大野 いろは
（長谷川研 B3）
「南鳥島周辺の遠洋性粘土を用いた長期堆積環境記録の復元」田中 えりか（助教）（兼KCCセミナー）
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5-3．コアスクール　J-DESC Core School
　2022年 8月「J-DESCコアスクール コア解析基礎コー
ス 2022夏」を 4日間にわたり実施した．7つの大学・
大学院から 12名の参加者があり，留学生も参加してい
たことから英語でコミュニケーションをとりつつ実習を
進めた．本スクールでは，これから海底コアの研究を進
める学部学生や大学院生が，コアはどのようなものか，
船上での岩相記載や物性データはどうやって観察・計測
されているか，などを実体験する機会として非常に重要
である．
　また，コロナ禍となって対外的な交流が限られている

状況にあったことから，参加者たちにとって他大学の学
生との交流は貴重な経験になったと見受けられる．更に，
外国籍の参加者に対し，日本人学生が英語でコミュニ
ケーションをとって実習を進める姿が見られ，国際交流
の一端としての役割も果たすことができた．
　総合的に，本スクールの参加者から高い満足度が得ら
れ，多くの参加者が，これから自身の研究で本格的にコ
アを扱うこと考えている参加者であったことから，今後
も国際的な掘削科学の導入的なスクールとして機能して
いくと考えられる．
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6. 国際・地域連携　International and Regional Collaborations

6-1．国際・国内学術連携（連携協定の状況）International and National Academic Collaboration
6-1-1．学術交流協定　Agreement on Academic Exchenge

○海外研究機関との連携協定
　台湾中央研究院地球科学研究所（2008 年～ 2012 年）
　Institute of Earth Sciences, Academia Sinica, Taiwan
　中国科学院地球環境研究所（2009 年～ 2019 年）
　Institute of Earth Environment, Chinese Academy of Sciences
　韓国地質資源研究所石油海洋資源部（2007 年～現在）※ 2019 年 3 月に 5 年延長
　Petroleum & Marine Division, Korea Institute of Geoscience and Mineral Resources （KIGAM）
　アイスランド大学地球科学研究所（2018 年～現在）
　Institute of Earth Science, University of Iceland
　ウルビノ大学数理物質科学部（2022 年～現在）
　Department of Pure and Applied Sciences, University of Urbino Carlo Bo

○国内研究機関との連携協定
　JAMSTEC（2014 年 3 月～現在 , 包括連携協定）※毎年 KCC 講演会を開催
　Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology （JAMSTEC）
　東北大学学術資源研究公開センター（2014 年 3 月～現在）
　Center for Academic Resources and Archives, Tohoku University
　秋田大学国際資源学部（2014 年 11 月～現在）※ 2019 年 11 月更新
　Faculty of International Resource Sciences, Akita University
　国立極地研究所（2016 年 4 月～現在）
　National Institute of Polar Research （NIPR）
　東京大学大気海洋研究所（2017 年 8 月～現在）
　Atmosphere and Ocean Research Institute （AORI）, University of Tokyo
　神戸大学海洋底探査センター（2017 年 3 月～現在）
　Kobe Ocean-Bottom Exploration Center （KOBEC）, Kobe University

6-1-2．国際交流　International Exchanges and Collaborations
*令和4年進捗状況報告書より抜粋，一部改編

◇学術国際交流協定の状況

協定総数
令和4年度

3

［単位：人］

年度 締結年月 終了予定
年月 相手国 機関名 協定名 分野 受入

人数
派遣
人数

令和
4年度

2018年
4月

2028年
3月

アイス
ランド

アイスランド大学
（国立）地球科
学研究所

高知大学海洋コア総合研究センターとアイ
スランド共和国　アイスランド大学地球科
学研究所との間の学術交流協定

古地磁
気学 2 1

2007年
8月

2027年
3月 韓国 韓国地質資源研

究院石油海洋部
高知大学海洋コア総合研究センターと韓
国 地質資源研究院 · 石油海洋資源部との
間の学術交流協定

地球環境
科学 3 0

2022年
7月

2022年
7月 イタリア ウルビノ大学数

理物質科学部
高知大学海洋コア総合研究センターとウ
ルビノ大学数理物質科学部との間の学術
交流協定

分子古生
物学 0 0

合　　計 5 1
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◇国際的な研究プロジェクトへの参加状況

協定総数
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 平　均

6 8 13 2 2 3 5.6

総　　数
令和4年度

13

年度 参加期間 相手国名 研究機関名 研究プロジェクト等の概要 関係研究者名

令和
4年度

令和元年
～4年 台湾 国立台湾大学 鍾乳石等の炭酸塩の形成年代測定 佐野有司（高知大学），

Prof. SHEN, River

平成29年
～令和5年 韓国 ソウル国立

大学 火山・熱水系の揮発性元素地球科学 佐野有司（高知大学），
Prof. LEE, Hyunwoo

平成30年
～令和5年 中国 天津大学 ヘリウム同位体を用いた地震・活断層の調査 佐野有司（高知大学），

Prof. XU, Sheng

令和元年
～4年 イタリア

国 立 地 球 物 理
学・ 火 山 学 研
究所

揮発性元素による地震火山の研究
佐野有司（高知大学），
Prof. CARACAUSI, 
Antonio

平成30年
～令和4年 カナダ

ケ ベ ッ ク 大 学
モ ン ト リ オ ー
ル校

ヘリウム同位体を用いた地下水流動の研究 佐野有司（高知大学），
Prof. PINTI, Daniele

令和2年～
4年 フランス ロレーヌ大学 大気中のヘリウム同位体の変動に関する研究 佐野有司（高知大学），

Prof. MARTY, Bernard

令和元年
～

英 国， ド
イ ツ， 米
国，NZ

ア ル フ レ ッ ド
ウ ェ ゲ ナ ー 研
究 所・ ラ イ ス
大 学・Texas 
A&M 大学

ｱﾑﾝゼﾝ海域鮮新世西南極氷床発達史に関する研究
岩井雅夫（高知大学），
Dr. GOHL, Karsten, 
Prof. KULHANEK, 
Denise ほか

令和元年
～

英国，ドイ
ツ，米国

Southamoton 海
洋 研 究 所・
North Illinoi 大学

IODP EXP.379 珪藻化石層序及び統合年代層序研究
岩井雅夫（高知大学），
Prof. BOHATY, Steven, 
Prof. SHERRER, Reed

平成24年～
令和4年 米国 ユタ大学 北西大西洋深海堆積物からの古地磁気強度相対値変

動の解明
山本裕二（高知大学），
LIPPERT, Peter C.

（ユタ大学）

平成28年
～

ア イ ス ラ
ンド

ア イ ス ラ ン ド
大学 アイスランド溶岩からの古地磁気純連続変動の解明

山本裕二（高知大学），
星博幸（愛知教育大学），
MAXWELL, Brown（ア
イ ス ラ ン ド 大 学，
PIISPA, Elisa（アイス
ランド大学）

平成30年
～令和4年 米国 ス ク リ ッ プ ス

海洋研究所 経年熱残留磁化からの古地磁気強度絶対値の解明

山本裕二（高知大学），
TAUXE, Lisa（スクリッ
プス海洋研究所），ア
ンヒョンソン（韓国地
質資源研究院）

令和3年～ 米国
コ ロ ン ビ ア 大
学 ラ モ ン ト・
ドハティ研究所

浮遊性有孔虫の生体試料を用いた殻のボロン同位体
指標の高精度化を目指す研究

氏家由利香（高知大
学），HÖNISCH, Bärbel

（コロンビア大学）

平成30年
～令和7年

ジブチ
共和国

ジ ブ チ 調 査 研
究センター

ジブチの高塩分塩湖および高アルカリ湖に関する地
球科学・微生物学的調査・ジブチの高塩分塩湖およ
び高アルカリ湖とその周辺の温泉を対象とし，海洋
形成過程および極限環境下で生じる生物学的過程の
解明を目指す

奥村知世（高知大学），
東京海洋大学・ジブチ
調査研究センター・海
洋研究開発機構・東洋
大学・産業技術総合研
究所
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6-2．地域連携 Collaboration with Local Communities
○オフィシャルパートナー協定
　高知みらい科学館 - 高知大学海洋コア総合研究センター - 海洋研究開発機構高知コア研究所（2018年6月～現在）
　・常設展協力

○その他

日　　時 概　　要 関係者

2022年11月25日
令和4年度スーパーサイエンスハイスクールサイエンスフィールドワーク，
高知小津高校，海洋科学掘削から探る気候変動，参加者約40名

池原　実

◇研究者の海外派遣状況・外国人研究者の招聘状況（延べ人数）
令和2年度 令和3年度 令和4年度

派遣状況 招へい状況 派遣状況 招へい状況 派遣状況 招へい状況
合　　計 0 0 3 0 14 15

事
業
区
分

文部科学省事業
日本学術振興会事業 9
当該法人による事業 2
その他の事業 1 14 6

派
遣
先
国

①アジア 8 3
②北米 2 4 3
③中南米
④ヨーロッパ 1 2 5
⑤オセアニア
⑥中東
⑦アフリカ 1 4

◇その他，国際研究協力活動の状況

年度 事　業　名 概　　要 受入
人数

派遣
人数

令和
4年度

学術交流 国立台湾大学地質科学教室との協定締結に向けた検討 9 2

国際共同研究 コーカサスとスペインの考古・火山岩試料から完新世の地磁気変動を解
明する 1

JSPS 研究拠点形成事業 アジア・アフリカ学術基盤形成による国際共同研究および国際シンポジ
ウム 11

合　計 21 2
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7. 研究活動報告　Faculty and Staff Annual Activity Report

7-1．研究活動 Research Topics

氏名
Name

学系・部門
Divisin

専門分野
Research Fields

研究テーマ
Research Interest

センター長 佐野　有司
SANO，Yuji

特任教授 海洋地球化学 「揮発性元素を用いた海底地震・火山の研究」「2
次イオン質量分析計を用いた海洋生物起源硬組
織の研究」「ジルコンおよびアパタイト鉱物の局
所ウラン－鉛年代測定および希土類分析」

専任教員 岩井　雅夫
IWAI，Masao

教授
副センター長

自然科学系
理工学部門

層位学，
微古生物学（珪藻）

「新生代南極氷床発達史に関する研究」「南海ト
ラフにおける変動地形・古地震に関する研究」

池原　実
IKEHARA，Minoru

教授 自然科学系
理工学部門

古海洋学，
海洋地質学

「南大洋の古海洋変動ダイナミクス」「古黒潮学」

山本　裕二
YAMAMOTO，
Yuhji

教授 総合科学系
複合領域
科学部門

古地磁気学，
岩石磁気学

「古地球磁場変動の解明」「古地球磁場強度測定
法の開発・改良」「岩石古地磁気学的手法による
地球科学的プロセスの解明」

氏家　由利香
UJIIE，Yurika

教授 自然科学系
理工学部門

分子生物・
分子古生物学

「有孔虫の石灰化分子機構に関する研究」「浮遊
性有孔虫殻のMg/Caの分子機構に関する研究」

「人工ナノ粒子海洋汚染がもたらす海洋生物への
影響に関する研究」

奥村　知世
OKUMURA，
Tomoyo

准教授 総合科学系
複合領域
科学部門

地球生命科学 「宝石サンゴの地球科学的研究」

浦本　豪一郎
URAMOTO，
Goichiro

講師 総合科学系
複合領域
科学部門

堆積学 「深海の海底鉱物資源形成プロセスに関する研究」

加藤　悠爾
KATO，Yuji

講師 自然科学系
理工学部門

微古生物学・
古海洋学

「珪質微化石を用いた海洋環境変動史の解明」

田中　えりか
TANAKA，Erika

助教 総合科学系
複合領域
科学部門

同位体地球化学，
地球資源学

「海底堆積物コアを用いた古第三紀の地球表層環
境復元」「海底資源（レアアース泥）形成に関す
る研究」

特任教員 臼井　朗
USUI，Akira

特任教授 海洋地質学，地球
化学，応用鉱物学

「海底鉱物資源に関する地球科学的研究」

カーシュビンク
ジョセフ
KIRSCHVINK，
Joseph

特任教授

小林　厚子
KOBAYASHI，
Atsuko

特任教授 顕微鏡サイエンス 「超伝導量子干渉素子顕微鏡の組み立て」「マグ
ネタイト過冷却に関する遺伝子資源の保存」「生
体内マグネタイト磁性微粒子の同定と局在化測
定技術の開発」

ナカジマ　テレサ
NAKAJIMA，
Teresa Escobar

特任助教

穴井　千里
ANAI，Chisato

特任助教 古地磁気学，
岩石磁気学

「火山灰の岩石磁気特性から噴火プロセスの変遷
を予測する」「古地磁気強度・方位の永年変化曲
線の構築」「上部白亜系サントニアン－カンパニ
アン境界を確立するための古地磁気研究」

北原　優
KITAHARA，Yu

特任助教

森　郁晃
MORI，fumiaki

特任助教 地球微生物学・
環境微生物学

「海底下における微生物の多様性と生態学的役割
に関する研究」

「貧酸素海域における微生物の生態学的役割に関
する研究」

研究員 堤　香澄
TSUTSUMI，Kasumi

特任研究員

西村　知泰
NISHIMURA，Tomoya

特任研究員 地球微生物学 「珪藻化石」，「微生物」

竹原　景子
TAKEHARA，Keiko

特任研究員 古海洋学 「南極底層水」，「スーパー間氷期」

鈴木　拓馬
SUZUKI，Takuma

研究機関
研究員

中山　健
NAKAYAMA，Ken

短期研究員 金属鉱物資源学 「高温メタンseepと硫化物鉱床」「海底熱水系に
おけるチタンの移動」

カーシュビンク
ジョセフ
KIRSCHVINK，
Joseph

JSPS特別
研究員
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氏名
Name

学系・部門
Divisin

専門分野
Research Fields

研究テーマ
Research Interest

兼務教員 芦内　誠
ASHIUCHI，
Makoto

教授 総合科学系
生命環境
医学部門

環境バイオマテリ
アル学

「マリンバイオプラスチックの開発と利用，海洋
生分解性評価」

足立　真佐雄
ADACHI，Masao

教授 自然科学系
農学部門

海洋微生物学，
水族環境学，
海洋バイオテクノ
ロジー

「シガテラをはじめとする熱帯・亜熱帯性魚毒の
原因となる微細藻類の生理・生態解明」「植物プ
ランクトンへの高効率な革新的遺伝子導入法の
開発」「バイオ燃料高生産型植物プランクトンの
有効利用」

市榮　智明
ICHIE，Tomoaki

教授 自然科学系
農学部門

森林生態学，
樹木生理生態学

「気候変動が樹木の成長に及ぼす影響に関する研
究」

上田　忠治
UEDA，Tadaharu

教授 総合科学系
複合領域
科学部門

錯体化学，
電気化学

「新規ポリオキソメタレートの合成および電気化
学的酸化還元挙動に関する研究」

岡村　慶
OKAMURA，
Kei

教授 総合科学系
複合領域
科学部門

分析・地球化学 「海底熱水鉱床の化学探査法に関する研究」

津田　正史
TSUDA，
Masashi

教授 総合科学系
複合領域
科学部門

海洋天然物化学 「海洋天然物に関する研究」

長﨑　慶三
NAGASAKI，
Keizo

教授 自然科学系
理工学部門

水圏ウイルス学，
ウイルス，
赤潮，宿主特異性

「海底下に存在する赤潮藻感染性RNAウイルス
に関する研究」「閉鎖性海域の赤潮原因藻感染性
ウイルスに関する研究」

西岡　孝
NISHIOKA，
Takashi

教授 自然科学系
理工学部門

物性物理学 「GM冷凍機による断熱法比熱測定の開発」「He
を浪費しない1K冷凍機の開発」「直方晶YA1Ge
型希土類化合物の研究」

橋本　善孝
HASHIMOTO，
Yoshitaka

教授 自然科学系
理工学部門

構造地質学 「沈み込みプレート境界および付加体に関する研
究」

村山　雅史
MURAYAMA，
Masafumi

教授 総合科学系
複合領域
科学部門

海洋地質学，
同位体地球化学，
古海洋学

「鉄マンガン酸化物の内部構造解析と形成過程に
関する研究」「海底泥火山の堆積物の性状と噴出
起源・年代に関する研究」「過去数千年における
浦ノ内湾の内湾環境変動に関する研究」

西尾　嘉朗
NISHIO，Yoshiro

准教授 総合科学系
複合領域
科学部門

同位体地球化学 「地殻深部流体の起源と挙動の解明」

野口　拓郎
NOGUCHI，
Takuro

准教授 総合科学系
複合領域
科学部門

地球化学 「海底熱水鉱床に関する地球科学的研究」

若松　泰介
WAKAMATSU，
Taisuke

准教授 総合科学系
生命環境
医学部門

生化学 「機能未知遺伝子の構造機能解析」

ウラノバ ダナ
ULANOVA，
Dana

講師 総合科学系
複合領域
科学部門

分子微生物学 「海底に存在する微生物とその二次代謝産物に関
する研究」

栄徳　勝光
EITOKU，
Masamitsu

講師 医療学系
連携医学
部門

疫学 「エコチル調査」

小河　脩平
OGO，Shuhei

講師 総合科学系
複合領域
科学部門

触媒化学，
電気化学，
水熱化学

「レアメタルを活用した機能性無機固体触媒の開
発」「未利用資源有効利用技術の開発」

藤内　智士
TONAI，Satoshi

講師 自然科学系
理工学部門

構造地質学 「四万十付加体・南海付加体の形成過程に関する
研究」「海底地すべり体の変形に関する研究」

長谷川　精
HASEGAWA，
Hitoshi

講師 自然科学系
理工学部門

前田　広道
MAEDA，
Hiromichi

講師 医療学系
臨床医学
部門

大腸癌外科治療，
化学療法，
消化器病学

「大腸がん外科治療に関する研究」「ピロリ菌の
微生物学」

栄徳　勝光
EITOKU，
Masamitsu

講師 医療学系
連携医学
部門

疫学 「エコチル調査」

客員教員 公文　富士夫
KUMON，Fujio

客員教授 第四紀地質学 「堆積物試料に基づく第四紀の古気候学」「宝石
サンゴの資源量解明」「鍾乳洞の標高と年代から
解明する地殻変動」

小林　厚子
KOBAYASHI，
Atsuko

客員教授 顕微鏡サイエンス 「超伝導量子干渉素子顕微鏡の組み立て」「マグ
ネタイト過冷却に関する遺伝子資源の保存」「生
体内マグネタイト磁性微粒子の同定と局在化測
定技術の開発」

石田　直人
ISHIDA，Naoto

客員講師 メタンハイドレー
ト，古海洋学

「日本海の表層型メタンハイドレート」
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7-2．学術論文等 Publications
査読あり
　総数＝83
　国際誌＝77
　国内誌＝6
　筆頭著者＝12
　責任著者【C】＝20

査読なし
　総数＝12
　国際誌＝10
　国内誌＝2
　筆頭著者＝2
　責任著者【C】＝3

研究論文（査読あり）
1． 【C】Amsler, H. E., Thöle, L. M., Stimac, I., Geibert, W., Ikehara, M., Kuhn, G., Esper, O. and Jaccard, S. L., Bottom water 

oxygenation changes in the southwestern Indian Ocean as an indicator for enhanced respired carbon storage since the last 
glacial inception, Clim. Past, 18, 8, 1797-1813, 2022.

2． 【C】Anai, C., Ohkura, T., Yoshikawa, S. and Mochizuki, N., Temporal change in rock-magnetic properties of volcanic ashes 
ejected during a 1-year eruption event: a case study on the Aso Nakadake 2019-2020 eruption, Earth, Planets and Space, 75, 
1, 24, 2023.

3． 【C】Arteaga-Sogamoso, E., Rodríguez, F., Amato, A., Ben-Gigirey, B., Fraga, S., Mafra, L. L., Fernandes, L. F., de Azevedo 
Tibiriçá, C. E. J., Chomérat, N., Nishimura, T., Homma, C., Adachi, M. and Mancera-Pineda, J. E., Morphology and 
phylogeny of Prorocentrum porosum sp. nov. （Dinophyceae）: A new benthic toxic dinoflagellate from the Atlantic and 
Pacific Oceans, Harmful Algae, 121, 102356, 2023.

4． 【C】Civel-Mazens, M., Cortese, G., Crosta, X., Lawler, K. A., Lowe, V., Ikehara, M. and Itaki, T., New Southern Ocean 
transfer function for subsurface temperature prediction using radiolarian assemblages, Marine Micropaleontology, 178, 
102198, 2023.
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Ca14Al10Zn6O35:Mn4+ deep-red phosphor and silica-modified waterproofing ability, Journal of the American Ceramic Society, 
106, 2, 1149-1158, 2023.

67． Nakano, N., Torimoto, M., Sampei, H., Yamashita, R., Yamano, R., Saegusa, K., Motomura, A., Nagakawa, K., Tsuneki, H., 
Ogo, S. and 【C】Sekine, Y., Elucidation of the reaction mechanism on dry reforming of methane in an electric field by in situ 
DRIFTs, RSC Advances, 12, 15, 9036-9043, 2022.

68． Ono, H., 【C】Kurosawa, K., Niihara, T., Mikouchi, T., Tomioka, N., Isa, J., Kagi, H., Matsuzaki, T., Sakuma, H., Genda, H., 
Sakaiya, T., Kondo, T., Kayama, M., Koike, M., Sano, Y., Murayama, M., Satake, W. and Matsui, T., Experimentally 
Shock-Induced Melt Veins in Basalt: Improving the Shock Classification of Eucrites, Geophysical Research Letters, 50, 1, 
e2022GL101009, 2023.

69． Phillips, J. I., Azuma, S., Lee, J., Ueda, T. and 【C】Silvester, D. S., Cation effect on the electrochemical reduction of 
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polyoxometalates in room temperature ionic liquids, Australian Journal of Chemistry, 75, 11, 865-876, 2022.
70． 【C】Sano Y., Pinti D. L., Escobar-Nakajima T., Takahata N., Zhang M., Goto D., Marty B., Sun flare activity may solve 

unknown source of helium-3 in the atmosphere, Geochemical Perspectives Letters, 23, 49-52, 2022.
71． Schmidt, R., Hoshino, T., Morono, Y., Tremblay, J. and 【C】Ulanova, D., Terpene Synthase Gene Amplicons from 

Subseafloor Sediment, Microbiology Resource Announcements, 12, e01037-22, 2023.
72． Shi, L., Lu, W., Kagoshima, T., Sano, Y., Gao, Z., Du, Z., Liu, Y., Fei, Y. and 【C】Li, Y., Nitrogen isotope evidence for 

Earth’s heterogeneous accretion of volatiles, Nature COMMUNICATIONS, 13, 1, 4769, 2022.
73． Takahashi, M., Wada, K., Urayama, S.-i., Masuda, Y. and 【C】Nagasaki, K., Degenerate PCR Targeting the Major Capsid 

Protein Gene of HcRNAV and Related Viruses, Microbes and Environments, 37, 5, 2022.
74． Tanaka, E., Mimura, K., Nakamura, K., Ohta, J., Yasukawa, K. and 【C】Kato, Y., Rare-Earth Elements in Deep-Sea 

Sediments in the South Pacific Gyre: Source Materials and Resource Potentials, Geochemistry, Geophysics, Geosystems, 24, 
3, e2022GC010681, 2023.

75． Tomaru, Y., Hata, N., Fujiwara, M., 【C】Masuda, T. and Nagasaki, K., Dynamics of bivalve-killing dinoflagellate Heterocapsa 
circularisquama and its infectious virus-like agent in Ago Bay from 2005 to 2007, Kuroshio Science, 16, 1, 2-8, 2022.

76． Umam, R., 【C】Tanimizu, M., Nakamura, H., Nishio, Y., Nakai, R., Sugimoto, N., Mori, Y., Kobayashi, Y., Ito, A., Wakaki, S., 
Nagaishi, K. and Ishikawa, T., Lithium isotope systematics of Arima hot spring waters and groundwaters in Kii Peninsula, 
Geochemical Journal, 56, 5, e8-e17, 2022.

77． Urata, S., Kurosawa, Y., Yamasaki, N., Yamamoto, H., Nishiwaki, N., Hongo, Y., Adachi, M. and 【C】Yamaguchi, H., 
Utilization of phosphonic acid compounds by marine bacteria of the genera Phaeobacter, Ruegeria, and Thalassospira （α
-Proteobacteria）, FEMS Microbiology Letters, 369, 1, 2022.

78． Watanabe, J., 【C】Maeda, H., Nagasaka, T., Yokota, M., Hirata, K., Akazawa, N., Kagawa, Y., Yamada, T., Shiozawa, M., 
Ando, T., Kato, T., Mishima, H., Sakamoto, J., Oba, K. and Nagata, N., Multicenter, single-arm, phase II study of the 
continuous use of panitumumab in combination with FOLFIRI after FOLFOX for RAS wild-type metastatic colorectal 
cancer: Exploratory sequential examination of acquired mutations in circulating cell-free DNA, Int J Cancer, 151, 12, 2172-
2181, 2022.

79． Yamano, R., Ogo, S., Nakano, N., Higo, T. and 【C】Sekine, Y., Non-conventional low-temperature reverse water-gas shift 
reaction over highly dispersed Ru catalysts in an electric field, EES Catalysis, 1, 2, 125-133, 2023.

80． Zhang, Y., 【C】Hu, L., Wu, Y., Dong, Z., Yao, Z., Gong, X., Liu, Y., Ikehara, M. and Shi, X., Glacial-Interglacial Variations 
in Organic Carbon Burial in the Northwest Pacific Ocean Over the Last 380 kyr and its Environmental Implications, 
Frontiers in Earth Science, 10, 2022.

81． Zhou, P., Guo, S.-X., Li, L., Ueda, T., Nishiwaki, Y., 【C】Huang, L., 【C】Zhang, Z. and 【C】Zhang, J., Selective 
Electrochemical Hydrogenation of Phenol with Earth-abundant Ni-MoO2 Heterostructured Catalysts: Effect of Oxygen 
Vacancy on Product Selectivity, Angewandte Chemie International Edition, 62, 8, e202214881, 2023.

82． 岡村 千恵子, 岡村 慶, パンデミックを契機とする新時代に発行されたミドル・レベル教育の新指標 -The Successful 
Middle School: This We Believe （2021）に着目して, 高知大学学術研究報告  Research Reports of Kochi University, 71, 
1-16, 2022.

83． 清水 成, 横井 克則 , 近藤 拓也, 浦本 豪一郎, ポリマーセメントモルタルの性状にセルロースナノファイバーとフ
ライアッシュの混入が与える影響, コンクリート工学年次論文集 , 44, 1492-1497, 2022.

研究論文（査読なし）
1． 【C】Dinkler, L., Yasumitsu-Lovell, K., Eitoku, M., Fujieda, M., Suganuma, N., Hatakenaka, Y., Hadjikhani, N., Bryant-

Waugh, R., Rastam, M. and Gillberg, C., Early neurodevelopmental problems and risk for avoidant/restrictive food intake 
disorder （ARFID） in 4-7-year-old children: A Japanese birth cohort study, JCPP Advances, 2, 2022.

2． 【C】Hosokawa, T. and Hashimoto, Y., Geological constraints on dynamic changes of fluid pressure in seismic cycles, 
Scientific Reports, 12, 1, 14789, 2022.

3． 【C】Naw Awn, J.-P., Mitsuda, N., Eitoku, M., Yamasaki, K., Maeda, N., Fujieda, M., Suganuma, N. and Group, T. J. E. C. s. S., 
Influence of chest/head circumference ratio at birth on obstetric and neonatal outcomes: The Japan environment and 
children's study, American Journal of Human Biology, e23875, 2003.

4． 【C】Mitsuda, N., Eitoku, M., Yamasaki, K., J-P, N. A., Fujieda, M. and Suganuma, N., Association between the ratio of 
placental weight to birthweight and the risk of neurodevelopmental delay in 3-year-Olds: The Japan environment and 
Children's study, Placenta, 128, 49-56, 2022.

5． 【C】Oda, H., Katanoda, W., Usui, A., Murayama, M. and Yamamoto, Y., Rotation of a Ferromanganese Nodule in the 
Penrhyn Basin, South Pacific, Tracked by the Earth's Magnetic Field, Geochemistry, Geophysics, Geosystems, 24, 3, 
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e2022GC010789, 2023.
6． 【C】Ohnishi, H., Eitoku, M. and Yokoyama, A., A systematic review and integrated analysis of biologics that target Type 2 

inflammation to treat COPD with increased peripheral blood eosinophils, Heliyon, 8, 6, e09736, 2022.
7． 【C】Shigematsu-Locatelli, M., Kawano, T., Yasumitsu-Lovell, K., Locatelli, F. M., Eitoku, M. and Suganuma, N., Maternal 

pain during pregnancy dose-dependently predicts postpartum depression: The Japan Environment and Children's Study, 
Journal of Affective Disorders, 303, 346-352, 2022.

8． 【C】中山 健, 八田 万有美, 西尾 憲二, 中川 昌治, 我が国の硯と硯石資源について, 資源地質 , 72, 2, 95-114, 2022.
9． Minami, M., Naw Awn, J.-P., Noguchi, S., 【C】Eitoku, M., Muchanga, S. M. J., Mitsuda, N., Komori, K., Yasumitsu-Lovell, 

K., Maeda, N., Fujieda, M., Suganuma, N., Kamijima, M., Yamazaki, S., Ohya, Y., Kishi, R., Yaegashi, N., Hashimoto, K., 
Mori, C., Ito, S., Yamagata, Z., Inadera, H., Nakayama, T., Iso, H., Shima, M., Kurozawa, Y., Suganuma, N., Kusuhara, K., 
Katoh, T. and the Japan Environment Children’s Study Group, Gestational weight gain mediates the effects of energy intake 
on birth weight among singleton pregnancies in the Japan Environment and Children’s Study, BMC Pregnancy and 
Childbirth, 22, 1, 568, 2022.

10． Yamasaki, K., Mitsuda, Naw Awn, J.-P., 【C】Eitoku, M., Maeda, N., Fujieda, M., Suganuma, N., Kamijima, M., Yamazaki, S., 
Ohya, Y., Kishi, R., Yaegashi, N., Hashimoto, K., Mori, C., Ito, S., Yamagata, Z., Inadera, H., Nakayama, T., Iso, H., Shima, 
M., Kurozawa, Y., Suganuma, N., Kusuhara, K. and Katoh, T., Dose-response relationships between maternal urinary 
cotinine and placental weight and ratio of placental weight to birth weight: The Japan Environment and Children's Study, 
Environmental Research, 205, 112470, 2022.

11． Yasumitsu-Lovell, K., Thompson, L., Fernell, E., Eitoku, M., 【C】Suganuma, N. and Gillberg, C., Pre-/perinatal reduced 
optimality and neurodevelopment at 1 month and 3 years of age: Results from the Japan Environment and Children's Study 

（JECS）, PLoS ONE, 18, 1, e0280249, 2023.
12． 岡村 慶, 野口 拓郎, 岡村 千恵子, 大学発ベンチャー企業での労働災害補償について, 高知大学学術研究報告   

Research Reports of Kochi University, 71, 109-116, 2022.

書籍等
1． 小河 脩平，機能3酸化物の格子酸素，触媒総合辞典，触媒学会編（責任編集者：山下 弘巳，福岡 淳，田中 庸裕，

関根 泰），朝倉書店，144-145, 2023.
2． 小河 脩平，関根 泰，第1節 電圧印加メタン酸化カップリング反応，メタンと二酸化炭素～その触媒的化学変換

技術の現状と展望～，監修 上田 渉，CMC リサーチ，264-274, 2023.
3． 池原 実，「海流」394-395，「第四紀古海洋」432-435，「古水温（海洋指標）」636-637，古生物学の百科事典，編

集委員長 日本古生物学会編，西 弘嗣，丸善出版，2023.

7-3．研究航海 Research Cruise
（1）鳥取県水産試験場 2022 年度 8 月観測航海
 　（第一鳥取丸）

（2022年7月25日－27日，境港－境港）
［研究課題］山陰沖メタンハイドレート胚胎域における
多項目水質，流向流速，海中メタン濃度観測

［海域］山陰沖日本海
［乗船者］石田 直人
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7-4．学会・社会活動 Professional and Public Service

〇委員会等活動
佐野　有司
（その他外部委員等）
・大学機関別認証評価委員会 専門委員

岩井　雅夫
（その他外部委員等）
・高知県文化財保護審議会委員
・室戸ジオパーク推進協議会 顧問
・高知県文化財保護審議会 委員
・高知県文化財 専門委員
・日高村文化財保存活用地域計画協議会

池原　実
（IODP関連）
・ 日本地球掘削科学コンソーシアム（J-DESC）IODP部会 

執行委員及び部会長補佐
・ 日本地球掘削科学コンソーシアム（J-DESC）理事会 理事
（学会関連）
・日本地球惑星科学連合 代議員
・日本第四紀学会 行事委員
・Island Arc 編集委員
（その他外部委員等）
・ 情報・システム研究機構・国立極地研究所運営会議 委員
・ 国立極地研究所運営会議 南極観測審議委員会 重点研

究観測専門部会 委員
・ 東京大学大気海洋研究所 研究船共同利用運営委員会 

研究船観測部会 委員
・海洋研究開発機構 研究航海検討委員会 アドバイザー
・ 特別研究員等審査会専門委員、卓越研究員候補者選考

委員会書面審査員及び国際事業委員会書面審査員・書
面評価員 委員

・科学研究費補助金における評価に関する委員会 評価者
・創発的研究支援事業 外部専門家

山本　裕二
（学会関連）
・地球電磁気・地球惑星圏学会 運営委員
・Earth, Planets, and Space （EPS） 誌 Editorial Board 委員
（その他外部委員等）
・ 科学研究費委員会専門委員2段階書面審査（審査第二

部会）委員
・ 令和5（2023）年度科学研究費助成事業（科学研究費補

助金）（基盤研究（S））の新規研究課題の選定に係る審
査意見書の作成 委員

氏家　由利香
（学会関連）
・Plankton and Benthos Research 編集委員
（その他外部委員等）
・Journal of Sea Research （Elsevier）編集委員
・Marine Micropaleontology（Elsevier）編集委員

奥村　知世
（IODP関連）
・J-DESC科学推進専門部会専門委員2022年5月～
・教育従事者向けパンフレットへの寄稿および内容監修

浦本　豪一郎
（学会関連）
・日本堆積学会選挙管理委員会 委員長
・日本堆積学会国際交流委員会 委員

臼井　朗
・ 深海底鉱物資源（マンガン団塊）探査事業検討委員会 

委員
・ 海洋鉱物資源開発検討委員会探査ワーキンググループ 

専門委員

穴井　千里
（学会関連）
・ 地球電磁気・地球惑星圏学会第152回総会・講演会，

地磁気・古地磁気・岩石磁気セッションコンビーナ

津田　正史
（その他外部委員等）
・ 科学研究費委員会専門委員2段階書面審査（審査第二

部会）委員
・創発的研究支援事業 事前評価における外部専門家
・株式会社Spectro Decypher技術顧問

村山　雅史
（その他外部委員等）
・ 科学研究費委員会専門委員2段階書面審査（審査第四

部会審査委員）委員
・室戸ジオパーク推進協議会 顧問

萩野　恭子
（その他外部委員等）
・ 文部科学省 科学技術・学術政策研究所 科学技術予測・

政策基盤調査研究センター 専門調査員
・ 科学研究費委員会専門委員2段階書面審査（審査第二

部会B）委員

足立　真佐雄
（学会関連）
・日本水産学会中国・四国支部会 支部幹事
・日本プランクトン学会 評議員
（その他外部委員等）
・ 広島大学生物生産学部附属練習船豊潮丸共同利用運営

協議会 委員
・ 特別研究員等審査会専門委員，卓越研究員候補者選考

委員会書面審査員及び国際事業委員会書面審査員・書
面評価員 委員
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芦内　誠
（学会関連）
・公益社団法人日本生物工学会 理事
（その他外部委員等）
・ 研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）トライ

アウト 専門委員

市榮　智明
（学会関連）
・一般社団法人日本生態学会 代議員会
・日本熱帯生態学会 評議員
（その他外部委員等）
・一般社団法人サラワク森林研究コンソーシアム 理事
・教育連携 アドバイザー
・高知市緑政審議会 委員
・高知市緑政審議会 委員長

上田　忠治
（学会関連）
・日本ポーラログラフ学会 理事
・日本分析化学会 中国四国支部 常任幹事
（その他外部委員等）
・理学研究科教員候補者選考委員会 外部委員

岡村　慶
（その他外部委員等）
・株式会社海洋計測 代表取締役社長
・分野横断的公募事業 ピアレビュア
・ 文部科学省海洋資源利用促進技術開発プログラム「海

洋生物遺伝子情報の自動取得に向けた基盤技術の開
発と実用化」課題運営委員会 委員

長﨑　慶三
・ 特別研究員等審査会専門委員，卓越研究員候補者選考

委員会書面審査員及び国際事業委員会書面審査員・書
面評価員 委員

・分野横断的公募事業 ピアレビュア
・高知マリンイノベーション運営協議会 委員

橋本　善孝
（その他外部委員等）
・ 公益社団法人日本地球惑星科学連合 ジャーナル編集

委員
・高知県学校防災 アドバイザー
・ 科学研究費委員会専門委員2段階書面審査（審査第二

部会B）委員

西尾　嘉朗
（学会関連）
・ 日本地球化学会，高知大学 & オンライン（ハイブリッ

ド開催），実行委員
（その他外部委員等）
・日本地球化学会 高知年会，LOC

小河　脩平
（学会関連）
・触媒学会 会誌編集委員会 幹事
・ 触媒学会 第32回キャラクタリゼーション講習会 世話

人代表
・ 触媒学会 水素の製造と利用に関するシンポジウム 世

話人代表
・石油学会JPIJS討論会 世話人代表
・石油学会 ジュニアソサイアティ 幹事
（その他外部委員等）
・北海道大学 触媒科学研究所 学外研究協力教員

藤内　智士
（その他外部委員等）
・高知県学校防災 アドバイザー
・長者地すべり対策方針検討委員会 有識者委員
・土佐国道管内事前通行規制区間検討委員会 委員

前田　広道
（その他外部委員等）
・ Annals of cancer research therapy editorial office Editor In 

chief

栄徳　勝光
（学会関連）
・ 日本産業衛生学会 許容濃度等に関する委員会 粉じん

小委員会 メンバー
・第95回日本産業衛生学会 企画運営委員会 メンバー

中山　健
（その他外部委員等）
・高知県安芸郡芸西村文化資料館地質展示アドバイス
・ 第72回桜雲書道会百人展特別展示土田泰山氏作「土佐

渭南硯」展企画
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○一般向け講演会等
・ ULANOVA, Dana，招待セミナー，「Microbe-driven chemical ecology and its applications」，International Guest Lecture，

Diponegoro University，Indonesia，2022年 5 月18日（Online）
・ 浦本 豪一郎，ひらめき☆ときめきサイエンス「最新の 3D デジタル技術を活用して地震津波碑を学ぶ」，須崎市文

化会館，2022年 6 月12日
・ 奥村 知世・公文富士夫，龍河洞のでき方と鍾乳石の研究，片地小学校向け出前授業，龍河洞，2022年 6 月16日
・ 公文 富士夫，石灰岩の洞（鍾乳洞）はどのようにできるのか，高知大学地域連携セミナー，龍河洞ぐる里，2022

年 6 月18日
・ 奥村 知世，鍾乳石・石筍が記録する長期間の気候変動，龍河洞高知大学出前公開講座 in 香美市，2022年 6 月18日．

* 上記講演内容を香美市教育委員会生涯学習振興課ホームページへ寄稿
・ 浦本 豪一郎，ワークショップ「My 土佐硯づくり教室」，高知大学海洋コア国際研究所，2022年 6 月28日
・ ULANOVA Dana，「遺伝子から薬までー微生物による有用化合物の生産について学びましょう！」ひらめき☆とき

めきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～ KAKENHI，高知大学海洋コア総合研究センター，2022年 7 月23-24
日

・ 公文 富士夫，青木湖が記録した過去 3.4 万年間の日本の気候変動，さんぱくゼミナール，大町市山岳博物館，
2022 年 9 月 17日

・ 浦本 豪一郎，サイエンスカフェ「先端科学と共に目指す土佐硯の未来」，高知みらい科学館，2022年 9 月23日
・ 池原 実，南極の海で何が起きているのか？～海洋コアから気候変動を読み解く～，令和 4 年度高知大学出前公開

講座 in 大豊町，高知大学・大豊町，大豊町役場，2022年10月18日
・ 佐野 有司，高知発，地球ふしぎ発見，生命誕生にまつわるコアな話，第18回全国国立大学法人病院医療技術部・

診療支援部会議，高知市，2022年11月21-22日
・ 津田 正史，量子生命科学研究所 スピンの宴，国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構量子生命・医学部門量

子生命科学研究所，2022年11月24日
・ 藤内 智士，第 11 回市民とつくる防災フォーラム第 2 部分科会，高知市総合安心センター，2022年12月 4 日
・ 上田 忠治，安価かつ簡便な抗酸化力測定を目指して，高知県シーズ研究内容紹介，高知市，2022年12月 6 日
・ 芦内 誠，プラスチック代替素材活用研究会／第 7 回グリーン化技術と LCA 基礎講座，地球と同化する未来材料：

ビジョナリープラスチック ―炭素を利用し固定するバイオ同化型プラスチック―，オンライン（一部対面），2023
年 1 月19日

・ 奥村 知世，世界に誇る海の恵み"宝石サンゴ"研究の最前線，海に生きるもの展・連動企画講演，海洋堂 Space 
Factory なんこく，2023年 1 月21日

・ 浦本 豪一郎，日本堆積学会20周年記念リレーセミナー，海底鉱物資源から伝統工芸まで：異分野融合がもたらし
た堆積物・堆積岩研究の新しい展開，2023年 1 月26日

・ 浦本 豪一郎，硯フォーラム：四万十帯と 300℃の熱を受けた黒色粘板岩，オーテピア，2023年 2 月26日

○シンポジウム・研究会等開催
・ 池原 実，Western Pacific Drilling （WEPAD） 2022，高知大学海洋コア総合研究センター，高知大学海洋コア総合研

究センター，2022年10月12-14日，延べ146名参加
・ 山本 裕二，地球掘削科学国際研究拠点令和 4 年度研究集会 22M001「水中災害考古学研究への水底表層コア試料

の活用」，高知大学海洋コア総合研究センター，2022年12月21-22日，現地19名・オンライン35名参加
・ 浦本 豪一郎，高知県三原村に協力して当地の硯工芸職人との共同研究成果報告とワークショップ，硯フォーラム：
「土佐硯」を未来へつなぐ－三原村で育まれた地域資源と技術の継承，高知大学海洋コア総合研究センター，2023
年 2 月26日，参加者94名

・ 山本 裕二，地球掘削科学国際研究拠点「令和 4 年度共同利用・共同研究成果発表会」，高知大学海洋コア総合研究
センター，2023年 2 月27-28日

・ 池原 実，1st International WHEEL seminar，高知大学海洋コア総合研究センター，高知大学海洋コア総合研究センター，
2023年 3 月5-6日，42名参加

・ 池原 実，1st International WHEEL seminar の四国巡検，2023年 3 月7-10日，24名参加

○その他
・ Ikehara, M., Plio-Pleistocene Southern Ocean Paleoceanography: Latitudinal drilling in the Southwestern Indian sector of the 

Southern Ocean （IODP 918-Pre）, Workshop on the future of Scientific Ocean Drilling with MSPs and Chikyu - Phase 1, 2023
年 1 月19日（オンライン）

・ 山本 裕二，“Mini Core School with visits to laboratories and core repository, Lecture on paleomagnetism, followed by laboratory 
visit,” さくらサイエンスプログラム，2023年 2 月16日
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・ 池原実，国際深海科学掘削計画（IODP）等のコア試料の学術機関における保管問題，日本学術会議地球惑星科学
委員会地球・惑星圏分科会学術試料共有小委員会（第25期・第 2 回），2023年 3 月30日（オンライン）
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8. 受賞　Awards
佐 野 有司，Fellow，日本地球惑星科学連合，2022年5月1

日

芦 内 誠，創立100周年記念（第74回）日本生物工学会大
会トピックス賞，超広域感染阻止能を具備するバイオ
超分子コーティング：新型コロナから白癬症まで，日
本生物工学会，2022年10月1日

足 立 真佐雄，高知大学令和4年度研究顕彰制度「研究功
績者賞」，海洋より分離した有毒渦鞭毛藻を用いた下
痢性貝毒標準品の生産，国立大学法人高知大学，2023
年3月1日

市 榮 智明，第32回日本熱帯生態学会年次大会優秀発表
賞，東南アジア熱帯雨林における樹木の吸水深度特性：
種間差・季節変動・地上部特性との関係，日本熱帯生
態学会，鹿児島，2022年6月1日＊R公開フラグ（総覧

にて非公開）

李  洪男，令和4年度高知大学南瞑会賞，「ヘリウム回収
機の製作」，2023年3月23日

山 岡 昌希，第32回キャラクタリゼーション講習会 優秀
ポスター発表賞，鉄担持触媒を用いた低温電場中での
逆水性ガスシフト反応，2022年12月19日

友 澤 慧大，第32回キャラクタリゼーション講習会 優秀
ポスター発表賞，Mo酸化物触媒を用いた低温電場中
でのCO2資源化反応，2022年12月19日

友 澤 慧大，石油学会第26回JPIJSポスターセッション 優
秀ポスター賞，Pt/MOx系触媒を用いた低温電場中で
の逆水性ガスシフト反応，2022年5月30日
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9. 報道　Press　Release　and　Media　Report
1． 2022年4月11日，高知新聞，南海トラフの予測進む？
「スロー地震」の要因を高知大教授ら解明 東日本大
震災でも直前発生
https://www.kochinews.co.jp/article/detail/556229

2． 2022年6月6日，高知大学，佐野有司海洋コア総合研
究センター長が 2022年度の公益社団法人 日本地球
惑星科学連合（Japan Geoscience Union, JpGU）のフェ
ローに選出されました
http://www.kochi-u.ac.jp/information/ 2022090500022/

3． 2022年9月5日，高知大学，巨大地震の発生メカニズ
ムの解明に迫る～沈み込みプレート境界地震発生帯
の流体圧変動に関する研究論文が，Nature系学術誌
「Scientific Reports」に掲載～ PDFプレスリリース

http://www.kochi-u.ac.jp/information/2022090500022/
files/220905press.pdf

4． 2022年9月5日，高知大学，佐野有司海洋コア総合研
究センター長ら国際共同研究グループの研究成果
が，英国のオープンアクセス科学誌「Nature 
Communications」に掲載されました WEB記事 高知
大学インフォメーション
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2022082200022/

5． 2022年9月6日，高知大学，大学院理工学専攻1年の
細川貴弘さんと自然科学系理工学部門の橋本善孝教
授による研究論文が，Nature系学術誌「Scientific 
Reports」に掲載されました WEB記事 高知大学イン
フォメーション（2のプレスリリースへのリンクあり）
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2022090500022/

6． 2022年10月24日，第152回地球電磁気・地球惑星圏
学会講演会 支笏カルデラ噴火の時間スケールの把
握に成功 ～火砕流堆積物の地層から復元した古地
磁気方位を利用～ WEB記事 第152回地球電磁気・地
球惑星圏学会講演会 プレスリリース論文のご案内
https://sgepss.org/OLD/kiroku/SGEPSS_FM2022_Press_
Release.pdf#page=7

7． 2022年11月5日，高知大学，海洋コア総合研究セン
ターの山本裕二教授ら研究グループの論文が，国際
科学誌「Earth and Planetary Science Letters」に掲載さ
れました WEB記事 高知大学インフォメーション6の
プレスリリースへのリンクあり
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2022111100026/

8． 2022年11月11日，京都大学，高知大学，JAMSTEC
東北地方太平洋沖地震を引き起こしたプレート境界
断層より以深の応力状態を初めて決定―海洋底掘削
で採取されたコア試料の非弾性ひずみ解析からのア
プローチ― PDF プレスリリース
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2022111100026/
files/1111press.pdf

9． 2022年11月24日，高知大学，自然科学系農学部門の
市栄智明教授ら国際研究グループの研究成果が，科
学雑誌「Nature Communications」に掲載されました
WEB記事 高知大学インフォメーション8のプレスリ

リースへのリンクあり
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2022112100025/

10． 2022年11月24日，JIRCAS 高知大学，西シドニー大
学 リン制限により熱帯林の総生産量は従来の予測よ
り36％減少―陸域の炭素収支モデルの予測精度向上
に貢献― PDF プレスリリース
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2022112100025/
files/1.pdf

11． 2023年1月5日，高知大学，佐野有司海洋コア総合研
究センター長ら国際共同研究グループの研究成果
が，「Communications Earth & Environment」に掲載
されました WEB記事 高知大学インフォメーション
10のプレスリリースへのリンクあり
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2022122100015/

12． 2023年1月5日，高知大学，富山大学，世界初，カル
デラ火山と成層火山の違いを決定―将来的な大規模
噴火の予測に貢献― PDF プレスリリース
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2022122100015/
files/1.pdf

13． 2023年1月10日，大学ジャーナル，カルデラ火山と
成層火山の違いを決定，高知大学と富山大学が世界
初の成果 WEB記事
https://univ-journal.jp/204186/

14． 2023年2月1日，高知大学，国立台湾大学長らが表敬
訪問・海洋コア総合研究センターを視察 WEB記事 
高知大学インフォメーション
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2023010500092/

15． 2023年2月13日，高知大学，自然科学系農学部門の
市栄智明教授が所属する国際研究グループの研究成
果が，「Ecological Research」誌に掲載されました 
WEB記事 高知大学インフォメーション15のプレス
リリースへのリンクあり
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2023020800014/

16． 2023年2月7日，JSMSTEC宮崎大学横浜市立大学高
知大学，ボルネオ熱帯多雨林の一斉開花現象を世界
で初めて衛星観測により広範囲にとらえた！ PDF 
プレスリリース
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2023020800014/
files/230208press.pdf

17． 2023年2月17日，読売新聞，土佐硯の魅力 多角的に 
WEB記事 新聞報道
https://www.yomiuri.co.jp/local/kochi/news/20230224-
OYTNT50078/

18． 2023年2月19日，読売新聞，熱帯の一斉開花現象，
ボルネオ島で観測…1～ 10年間隔で予測できず 
WEB記事 新聞報道
https://www.yomiuri.co.jp/science/20230217-OYT1T50205/

19． 2023年2月25日，高知新聞×高知大学，特集企画「石
がひめる物語を追う！」地域を支える変える高知大
② 2024年創立75周年連載：研究最前線 PDF 高知大
学インフォメーション



46 高知大学海洋コア総合研究センター 年報 令和４（2022）年度
Annual
Report

Center  for Advanced Marine Core
Research（CMCR），Kochi University FY2022

https://www.kochi-u.ac.jp/_files/00180504/20230225 
shinbun.pdf

20． 2023年2月25日，高知新聞，2/26に高知市で土佐硯の
フォーラム
https://www.kochinews.co.jp/article/detail/629707

21． 2023年3月31日，高知大学，海洋コア総合研究セン
ターを「海洋コア国際研究所」に改組拡充します 
WEB記事 高知大学インフォメーション
http://www.kochi-u.ac.jp/information/2023033000012/
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10. 予算　Budget

（1）特別運営費交付金対象事業費
代表
・機能強化経費（共通政策課題分）
　研 究 課 題：地球掘削科学共同利用・共同研究拠点の機能強化と国際化（認定分）
　研 究 期 間：平成 28-33年度
　研究代表者：佐野　有司
　研 究 経 費：20,307千円

決算額 Settlement

区分
令和 4年度

備考決算額
うち，国立大学法人奨交付金

支出合計 499 320
うち，人件費 273 273
うち，運営員会経費（a） 1 0
うち，共同研究費（b） 38 36
うち，共同研究旅費（c） 0 0
うち，その他 186 11

計（a+b+c） 39 36
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（2）科学研究費助成事業採択状況

区　分
令和4年度

件　数 採択率 金額（千円）

区分 応募 採択 合計
（千円）

上：直接経費
科学研究費助成事業 件 件 ％ 下：間接経費

特別推進研究 新規 0 0
0

0
継続 0 0

新学術領域研究（研究領域提案型） 新規 0 0
0

0
継続 0 0

学術変革領域研究（A） 新規 1 0 0.0%
0

0
継続 0

学術変革領域研究（B） 新規 0 0
0

0
継続 0

基盤研究（S） 新規 2 0 0.0%
0

0
継続 0 0

基盤研究（A） 新規 2 1 50.0%
8,710

6,700
継続 0 2,010

基盤研究（B） 新規 7 0 0.0%
43,510

33,520
継続 10 9,990

基盤研究（C） 新規 2 2 100.0%
7,020

5,400
継続 4 1,620

挑戦的研究（開拓） 新規 2 1 50.0%
7,020

5,400
継続 0 1,620

挑戦的研究（萌芽） 新規 9 0 0.0%
8,190

6,300
継続 4 1,890

若手研究 新規 0 0
1,170

900
継続 1 270

若手研究（A） 新規
0

0
継続 0 0

若手研究（B） 新規
0

0
継続 0 0

研究活動スタート支援 新規 0 0
0

0
継続 0 0

奨励研究 新規
0

継続

研究成果公開促進 新規 1 1 100.0%
220

220
継続 0 0

特別研究促進費 新規 0 0
438

337
継続 1 101

特別研究員奨励費 新規
0

継続

国際先導研究 新規
0

継続

国際共同研究強化（A） 新規 0 0
0

0
継続 0

国際共同研究強化（B） 新規 1 0 0.0%
14,820

11,400
継続 3 3,420

国際活動支援班 新規
0

継続

帰国発展研究 新規 0 0
0

0
継続 0 0

小　計 新規 27 5 18.5%
91,098

70,177
継続 23 20,921

その他の補助金等
科学研究費助成事業を除く文部科学省の
補助金

新規
0

継続

文部科学省以外の府省庁の補助金等 新規
0

継続

地方公共団体・民間助成団体等の研究費 新規
0

継続

小　計 新規 0 0
0

0
継続 0 0

計 新規 27 5 18.5%
91,098

70,177
継続 23 20,921
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（3）その他の外部資金受入状況
①民間等との共同研究  ［単位：千円］

No. 研究課題名 相手方機関名 受入額 期間
1 170MRIによる薬効評価システム開発 株式会社 Spectro Decypher 4,800 R2～ R4

2 日本近海で採取されたコアによる堆積環境の研究
2022 株式会社マリン・ワーク・ジャパン 2,750 R4～ R5

3 日本近海における海底堆積物の化学組成に関する研
究 2022 株式会社マリン・ワーク・ジャパン 2,618 R4～ R5

4 ポリエステルの高機能繊維化を目的としたポリγグ
ルタミン酸の応用検討

モリリン株式会社・
株式会社キャンパスクリエイト 2,500 R2～ R5

5 PGA-ICを配合した環境配慮型バイオプラスチック
の工業製品化への実用化 株式会社ミロクテクノウッド 1,992 R4～ R6

②受託研究  ［単位：千円］

No. 研究課題名（制度名） 相手方機関名 受入額 期間

1 令和 4年度海洋鉱物資源調査に係るコバルトリッ
チクラスト資源量等解析のうちクラストコア解析 住鉱資源開発株式会社 9,858 R4

2 レアアース泥を含む海洋鉱物資源の既存量の調査・
分析 国立研究開発法人産業技術総合研究所 5,185 R4

3 海上ボーリングコアに関する学術研究 株式会社ダイヤコンサルタント 2,054 H27～ R5

4 機能強化珪藻の開発 国立研究開発法人科学技術振興機構 1,560 R4

5
原子爆弾の投下に伴う気象シミュレーションモデ
ルの構築及び放射性投下物の拡散状況の分析に関
する調査研究一式

国立大学法人京都大学 1,500 R4

③奨学寄附金  ［単位：千円］

No. 寄附金支出元 受入額 受入年度
1 公益財団法人高橋産業経済研究財団 2,300 R4

2 エフコン株式会社 1,200 R4

3 Saram Intemational 1,050 R4

4 公益財団法人池谷科学技術振興財団 1,000 R4

5 第一稀元素化学工業株式会社 1,000 R4

〇令和4年度における教員一人当たりの採択件数及び金額： 教員数 ： 28 人
　　　　　科学研究費助成事業（新規＋継続）： 1.0 件 3.3 百万円
　　　　　科学研究費助成事業（新規＋継続）＋その他の補助金等： 1.0 件 3.3 百万円

＊表は専任教員＋兼務教員が受けた助成の総計 ［単位：千円］
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